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一般会計約11億円を繰越し ２ページ
平成 22年度一般会計の継続費・繰越明許費・事故繰越
で合計約 11億９千万円を繰り越し。

14人の議員が一般質問 ８～ 15ページ
東日本大震災を受け、震災に対する市の防災意識や放
射線被害の対策について活発に討議。

財政調整基金から5273万６千円 ４ページ
一般会計予算の補正において、不足が生じた財源に財
政調整基金から繰入れて補てん。

意見書・決議書を掲載 16ページ
鬼怒川右岸崖地の安全対策・公契約基本法の制定を求
める意見書、開智学園誘致に関する決議文を掲載。

広報活動用車両の音響機器を変更 ５ページ
大震災に伴う広報計画見直しにより合計 32台で広報活
動を行う。車両用音響機器を SDカード式に変更。

決議・意見書を提出 17ページ
学校法人開智学園誘致に関する決議、鬼怒川右岸の安
全工事早期着工を求める意見書を関係機関に提出。

改築中の守谷小学校を視察 ６ページ
学校敷地内に設置する歩行者・自転車の専用道路や市
道の付替道路工事等が完了。

茨城県南市議会議長会から感謝状 17ページ
地方自治の進展への功績により、山田清美前副議長に
感謝状。

放射線災害対策特別委員会 ７ページ
福島第一原発事故の放射線被害に対し、放射線災害対
策特別委員会を設置し、国に対し意見書を提出。

第３回定例会日程（予定）を掲載 18ページ
第３回定例会の会期日程を掲載。９月１日から開会予
定。

平成23年第２回定例会

「滝下橋の今昔」　※現在の滝下橋（上）と昭和30年代後半の滝下橋（左）
　滝下橋から見る鬼怒川上流風景は、茨城百景の一つになっています。第２回定例会において「西板戸井地区鬼
怒川右岸危険崖地の安全対策工事の早期着工を求める陳情」が提出され、全会一致で可決されました。
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の
設
置
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
受
理
番
号
第
５
号
の

「
子
ど
も
達
を
放
射
線
か
ら
守

る
対
策
を
求
め
る
」
請
願
が
審

査
案
件
と
し
て
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
３
日
間
に

渡
り
14
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

活
発
な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
議
員
か
ら
国

に
意
見
書
を
提
出
す
る
議
案

や
、
学
校
法
人
開
智
学
園
誘
致

に
関
す
る
決
議
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
爪
痕

は
、
日
本
全
土
に
様
々
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
被
災

地
の
方
だ
け
で
な
く
、
国
民
全

員
が
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
被
災
地
の
一

日
で
も
早
い
復
興
を
願
い
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
行
動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
私
た
ち
市
議
会
も
、

精
一
杯
活
動
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
継
続
費
の
逓
次
繰
越
、
繰
越

明
許
費
、
事
故
繰
越
し
の
報
告

が
あ
っ
た
。
継
続
費
は
、
守
谷

小
学
校
改
築
事
業
な
ど
３
事
業

で
約
５
億
３
千
万
円
、
繰
越
明

許
費
は
郷
州
沼
崎
線
整
備
や
公

共
公
用
施
設
災
害
復
旧
費
な
ど

26
事
業
で
約
６
億
６
千
万
円
、

事
故
繰
越
し
は
、
稲
戸
井
調
節

池
活
用
事
業
約
52
万
円
。

　
こ
れ
ら
は
、
平
成
22
年
度
中

に
補
正
予
算
と
し
て
議
決
さ
れ

て
い
る
が
、
地
方
自
治
法
施
行

令
に
よ
り
、
市
長
は
５
月
中
に

繰
越
額
を
ま
と
め
、
議
会
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
継
続
費
の
逓
次
繰
越
…
複
数

年
度
に
ま
た
が
る
事
業
費
で
、

当
該
年
度
に
支
出
を
終
わ
ら
な

か
っ
た
も
の
を
繰
越
す
こ
と
。

●
繰
越
明
許
費
…
年
度
内
に
支

出
の
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
も

の
を
繰
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

●
事
故
繰
越
し
…
避
け
が
た
い

事
故
に
よ
り
、
年
度
内
に
支
出

の
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
も
の

を
繰
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

　
昨
年
８
月
に
学
校
法
人
開
智

学
園
か
ら
市
議
会
に
対
し
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
12

年
一
貫
教
育
の
学
校
設
立
計
画

の
提
案
が
示
さ
れ
た
。

　
開
智
学
園
は
、
創
造
型
教
育

で
独
自
性
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
特
色
あ
る
教
育
を
実
施
・

展
開
し
て
い
る
。
地
域
の
未
来

を
担
う
子
ど
も
達
に
学
習
機
会

の
幅
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
個

性
や
創
造
性
豊
か
な
子
ど
も
達

の
育
成
に
つ
な
が
り
、
計
画
地

周
辺
や
守
谷
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ

い
や
活
性
化
も
期
待
で
き
る
。

　
開
智
学
園
の
設
立
は
教
育
環

境
の
充
実
・
地
域
活
性
化
に
お

い
て
守
谷
市
の
発
展
に
貢
献
す

る
も
の
で
あ
り
、
守
谷
市
議
会

と
し
て
、
学
園
の
設
立
を
積
極

的
に
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
16
頁
に
決
議
文
全
文
掲
載

よ
り
、
崖
地
が
浸
食
さ
れ
、
大

変
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
安
全
対
策
と
し
て
早
期
に

護
岸
工
事
に
着
手
す
る
よ
う
、

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

下
館
河
川
事
務
所
に
意
見
書
を

送
付
し
た
。

※
16
頁
に
意
見
書
全
文
掲
載

　
西
板
戸
井
前
原
地
区
の
鬼
怒

川
右
岸
は
、
台
風
等
の
増
水
に

　
放
射
線
の
影
響
を
受
け
て
い

る
守
谷
市
や
他
の
県
・
市
町
村

は
、
放
射
線
対
策
を
講
じ
る
た

め
の
国
か
ら
の
基
準
が
な
く
、

手
探
り
の
状
態
で
そ
の
対
策
に

追
わ
れ
て
い
る
。
特
に
守
谷
市

は
、
県
内
で
も
放
射
線
量
率
の

測
定
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、
市

民
は
大
変
な
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
市
民
が
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
国
に
対
し
、
土

壌
や
下
水
道
汚
泥
等
の
安
全
基

準
を
明
確
に
し
、
具
体
的
な
対

応
策
を
早
急
に
公
表
す
る
こ
と

や
、
風
評
被
害
の
防
止
な
ど
を

求
め
る
意
見
書
を
、
内
閣
総
理

大
臣
等
に
送
付
し
た
。

※
７
ペ
ー
ジ
参
照

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
14

日
か
ら
22
日
ま
で
９
日
間
開
会

し
ま
し
た
。

　
報
告
７
件
、
専
決
処
分
事
項

の
承
認
や
条
例
改
正
、
補
正
予

算
の
議
案
４
件
と
請
願
陳
情
４

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
議
員
か
ら
動
議
が

提
出
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
発
生
し
た
原
子
力
発
電
所

事
故
に
起
因
す
る
様
々
な
問
題

に
対
し
、
継
続
的
・
集
中
的
に

審
査
・
提
言
す
る
た
め
の
「
放

射
線
災
害
対
策
特
別
委
員
会
」

第
２
回
定
例
会
を
終
え
て　
　

市
議
会
議
長　

伯
耆
田　

富
夫

平
成
22
年
度
一
般
会
計

約
11
億
９
千
万
円
を
繰
越
し

（
報
告
第
３
・
４
・
５
号
）

学
校
法
人
開
智
学
園
誘
致

に
関
す
る
決
議

（
議
員
提
出
議
案
第
２
号
）

鬼
怒
川
右
岸
安
全
対
策
の

早
期
着
工
を

（
議
員
提
出
議
案
第
３
号
）

放
射
線
の
安
全
基
準
と
対

処
方
法
の
早
期
制
定
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出

（
議
員
提
出
議
案
第
５
号
）

６月14日（火）
　○本会議
　・報告、議案、請願陳情の上程及び質疑
　・議案第25号を討論、採決
　・放射線災害対策特別委員会設置の動議採決
　・議案第26号～第28号、請願陳情を委員会
付託

６月15日（水）
　○都市経済常任委員会（Ｐ５）
　○文教福祉常任委員会（Ｐ６）

６月16日（木）
　○総務常任委員会（Ｐ４）
　○第１回放射線災害対策特別委員会（Ｐ７）

６月17日（金）、20日（月）、21日（火）
　○本会議
　・市政に関する一般質問（Ｐ８～15）

６月22日（水）
　○本会議
　・各委員長審査結果報告及び質疑
　・議案第26号～28号と請願陳情の討論、採決
　・議員提出議案第２号～第５号を審議、採決
　・議員派遣の議決
　・閉会中の委員会継続審査を議決

第２回定例会の経過
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第２回定例会　審議結果

報　　告
番　　号 件　　　　　　　　名
第　３　号　平成２２年度守谷市一般会計継続費の逓次繰越しについて
第　４　号　平成２２年度守谷市一般会計繰越明許費について
第　５　号　平成２２年度守谷市一般会計事故繰越しについて
第　６　号　平成２２年度守谷市水道事業会計予算の繰越しについて
第　７　号　平成２２年度守谷市公共下水道事業会計予算の繰越しについて
第　８　号　平成２２年度守谷市土地開発公社決算について
第　９　号　平成２３年度守谷市土地開発公社事業計画等について

議　　案
番　　号 件　　　　　　　　名  採決結果　　議決結果
第２５号　専決処分事項の承認について（守谷市税条例の一部を改正する条例）  全員賛成　　承　　認
第２６号　守谷市保育所設置条例の一部を改正する条例  全員賛成　　原案可決
第２７号　守谷市公共下水道条例の一部を改正する条例  全員賛成　　原案可決
第２８号　平成２３年度守谷市一般会計補正予算（第１号）  全員賛成　　原案可決

請願・陳情
受理番号 件　　　　　　　　名  採決結果　　議決結果
第　３　号　西板戸井前原地区鬼怒川右岸危険崖地の安全対策工事の早期着工に関する
　　　　　意見書の提出を求める陳情   全員賛成　　採　　択
第　４　号　学校法人開智学園の誘致を求める陳情  全員賛成　　採　　択
第　５　号　「子ども達を放射線から守る対策を求める」請願書  全員賛成　　趣旨採択

継続審査中の請願・陳情
受理番号 件　　　　　　　　名  採決結果　　議決結果
平成２３年第１号「工場立地法地域準則条例」に関する陳情書  賛成なし　　不 採 択

議員提出議案 
番　　号 件　　　　　　　　名  採決結果　　議決結果
第 ２ 号　学校法人開智学園誘致に関する決議   全員賛成　　原案可決
第 ３ 号　公契約で働く人の「ディーセント・ワーク」を実現し、経済成長につなげる
　　　　　「公契約基本法」の制定を求める意見書  全員賛成　　原案可決
第 ４ 号　西板戸井前原地区鬼怒川右岸危険崖地の安全対策工事の早期着工を求める意見書  全員賛成　　原案可決
第 ５ 号　放射線から市民の不安解消のための安全基準と対処方法の早期制定を求める意見書  全員賛成　　原案可決

※議案書や請願書、陳情書を守谷市議会のホームページで閲覧することができます。（ＰＤＦファイル）
ファイルは、議案等が本会議で上程された後に掲載します。
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○
構　
　
成

委
員
長　
尾　
﨑　
靖　
男

副
委
員
長　
高　
木　
和　
志

委　
　
員　
高　
梨　
恭　
子

　
　
〃　
　
伯
耆
田　
富　
夫

　
　
〃　
　
松　
丸　
修　
久

　
　
〃　
　
又　
耒　
成　
人

○
所
管
事
務

　
総
務
部
（
総
務
課
、
秘
書
課
、

企
画
課
、
財
政
課
、
税
務
課
、

収
納
推
進
課
）
と
会
計
課
、
他

の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
務

　
今
回
の
一
般
会
計
の
補
正
に

よ
り
財
源
に
不
足
が
生
じ
た

た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

５
２
７
３
万
６
千
円
を
繰
入
れ

て
補
て
ん
す
る
。

　
な
お
、
平
成
23
年
度
末
の
財

政
調
整
基
金
残
高
見
込
額
は
、

22
億
３
１
６
０
万
７
千
円
に
な

る
。

●
財
政
調
整
基
金
…
年
度
間
の

財
源
の
不
均
衡
調
整
の
た
め
の

積
立
金
。
地
方
財
政
法
で
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
陳
情
の
内
容
は
、
学
校

法
人
開
智
学
園
か
ら
、
関
東
鉄

道
常
総
線
新
守
谷
駅
東
側
に
隣

接
す
る
つ
く
ば
み
ら
い
市
と
守

谷
市
に
ま
た
が
る
土
地
へ
の
学

校
設
置
に
つ
い
て
、
両
市
へ
提

案
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該

計
画
地
は
大
分
荒
れ
て
お
り
、

未
だ
土
地
活
用
の
目
途
が
立
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
開
智

学
園
は
、
小
・
中
・
高
等
学
校

の
12
年
間
を
４
年
ご
と
に
区
切

り
、
学
級
を
異
年
齢
の
児
童
生

徒
で
編
成
す
る「
異
年
齢
学
級
」

を
基
本
に
、
今
ま
で
と
違
っ
た

校
舎
・
施
設
を
備
え
た
小
・
中
・

高
の
一
貫
校
の
設
置
を
希
望
し

て
い
る
。東
京
大
学
を
は
じ
め
、

難
関
国
公
立
・
私
立
大
学
へ
多

数
の
合
格
実
績
を
持
つ
有
数
の

進
学
校
で
あ
り
、
開
智
学
園
を

誘
致
す
る
こ
と
は
、
教
育
行
政

に
も
大
い
に
貢
献
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ま
ち
の
活

性
化
、
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

な
ど
幅
広
い
分
野
へ
の
波
及
効

果
に
よ
り
、
更
な
る
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
学
校

法
人
開
智
学
園
の
誘
致
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
よ
う

要
望
す
る
内
容
で
あ
る
。

　
開
智
学
園
の
設
置
に
関
し
て

は
、
昨
年
８
月
に
設
置
に
関
す

る
要
望
書
が
議
会
に
提
出
さ

れ
、
理
事
長
か
ら
の
説
明
を
受

け
て
い
る
。

問　
そ
の
後
の
経
緯
は
。

　
陳
情
の
内
容
は
、
工
場
立
地

法
に
基
づ
く
、
大
規
模
工
場
等

に
お
け
る
緑
地
面
積
等
の
緩
和

を
求
め
る
内
容
で
あ
る
。

　
緑
地
面
積
の
緩
和
措
置
に
つ

い
て
は
、
企
業
立
地
促
進
法
に

基
づ
く
協
議
会
へ
加
入
し
、
基

本
計
画
を
定
め
、
国
の
同
意
を

経
て
条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ

る
。こ
れ
ま
で
の
市
の
対
応
は
、

●
平
成
23
年
５
月
17
日
（
火
）

〜
18
日
（
水
）

①
宮
城
県
石
巻
市

「
石
巻
市
不
動
町
訪
問
」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
守
谷
レ
ス

キ
ュ
ー
が
震
災
時
に
支
援
し

た
、
不
動
町
の
方
々
の
話
を
聞

い
た
。不
動
町
の
方
の
心
に
は
、

守
谷
に
対
す
る
感
謝
の
思
い
が

深
く
刻
ま
れ
て
お
り
、
不
動
町

の
方
々
の
笑
顔
や
頑
張
っ
て
い

る
姿
に
、
逆
に
元
気
を
も
ら
っ

た
。

②
山
形
県
山
形
市

「
指
定
管
理
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
つ
い
て
」

　
山
形
市
で
は
、
現
在
67
の
施

設
が
指
定
管
理
者
に
よ
り
管
理

さ
れ
て
い
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
、
効
果
的
・
効
率
的
な
監
理

運
営
の
向
上
や
、
評
価
結
果
公

表
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等

を
目
的
に
行
っ
て
い
る
。
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
結
果
で
、
管
理
者

に
指
示
・
勧
告
を
し
、
問
題
の

改
善
に
努
め
て
い
る
。
守
谷
市

に
お
い
て
も
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
を
作
成
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
寄
与
す
べ
き
と
感
じ
た
。

答　
つ
く
ば
み
ら
い
市
と
の
調

整
や
茨
城
県
へ
の
相
談
、
開
智

学
園
と
の
協
議
を
重
ね
て
き
た

が
、
特
段
、
進
展
し
て
い
る
状

況
に
は
な
い
。

問　
計
画
地
に
お
け
る
守
谷
市

域
の
地
権
者
数
と
東
風
小
学
校

の
児
童
数
は
。

答　
地
権
者
数
は
10
人
程
度
で

あ
る
。
東
風
小
学
校
の
児
童
数

は
、
１
年
生
32
人
、
２
年
生 

19
人
、
３
年
生 

５
人
の
計
56

人
で
あ
る
。（
５
月
１
日
現
在
）

　
　
　
教
育
面
や
地
域
イ
メ
ー

ジ
の
向
上
、活
性
化
等
か
ら
も
、

誘
致
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

協
議
会
に
加
入
し
、
基
本
計
画

に
つ
い
て
、
３
月
11
日
に
国
の

同
意
を
得
て
い
る
。

問　
こ
れ
ま
で
、
工
場
立
地
法

に
基
づ
く
緑
地
の
緩
和
に
つ
い

て
、
個
別
企
業
か
ら
相
談
等
は

あ
っ
た
か
。

答　
こ
れ
ま
で
に
個
別
企
業
か

ら
の
相
談
は
無
い
。

　
　
　
緑
の
重
要
性
や
工
場
と

住
宅
地
と
の
緩
衝
に
緑
地
は
必

要
で
あ
る
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
加
入
を
見

送
っ
て
い
た
協
議
会
へ
加
入
し
、

超
低
利
融
資
制
度
等
が
活
用
で

き
る
こ
と
等
は
評
価
す
る
。

　
審
査
の
結
果
、
賛
成
者
が
な

く
不
採
択
と
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

５
２
７
３
万
６
千
円
を
財

政
調
整
基
金
か
ら
繰
入
れ

（
議
案
第
28
号
）

学
校
法
人
開
智
学
園
の
誘

致
を
求
め
る
陳
情

（
受
理
番
号
第
４
号
）

「
工
場
立
地
法
地
域
準
則
条

例
」
に
関
す
る
陳
情
書

（
受
理
番
号
第
１
号
）

※
継
続
審
査
中
の
陳
情

番　　号 採決結果 審査結果
議 案 第 2 8 号 全員賛成 原案可決
受理番号第４号（陳情） 全員賛成 採　　択
受理番号第１号（陳情）
※継続審査中の陳情 賛成なし 不 採 択

審査結果

○
○
意
見

○
○
意
見

○
○
意
見

視
察
研
修
報
告

山形市役所
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○
構　
　
成

委
員
長　
梅　
木　
伸　
治

副
委
員
長　
浅　
川　
利　
夫

委　
　
員　
酒　
井　
弘　
仁

　
　
〃　
　
川　
名　
敏　
子

　
　
〃　
　
唐
木
田　
幸　
司

　
　
〃　
　
中　
田　
孝
太
郎

　
　
〃　
　
倉　
持　
　
　
洋

○
所
管
事
務

　
生
活
経
済
部
（
市
民
協
働
推

進
課
、総
合
窓
口
課
、経
済
課
、

生
活
環
境
課
）、
都
市
整
備
部

（
都
市
計
画
課
、
建
設
課
）、
農

業
委
員
会
、
上
下
水
道
事
務
所

　
日
本
下
水
道
協
会
の
組
織
改

編
に
伴
い
、
日
本
下
水
道
協
会

茨
城
県
支
部
が
茨
城
県
下
水
道

協
会
と
名
称
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
守
谷
市
公
共
下
水
道

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
戦
略
作
物
生
産
拡
大
関
連
基

盤
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
を

活
用
し
て
、
大
野
第
２
排
水
機

場
へ
の
除
塵
機
設
置
と
排
水
路

の
改
修
工
事
を
行
う
。
こ
れ
に

よ
り
機
場
に
お
け
る
作
業
の
安

全
性
の
確
保
と
負
担
軽
減
、
排

水
機
能
の
向
上
を
図
る
。

●
戦
略
作
物
生
産
拡
大
関
連
基

盤
緊
急
整
備
補
助
金
…
転
作
の

基
幹
作
物
で
あ
る
麦
や
大
豆
等

の
生
産
拡
大
を
す
る
た
め
の
施

設
改
修
や
整
備
な
ど
の
支
援
を

目
的
と
し
た
補
助
金
。

問　
工
事
の
時
期
は
い
つ
頃
に

な
る
の
か
。

答　
秋
頃
か
ら
工
事
を
予
定
し

て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た

広
報
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
６
台
で
行
っ
て
き
た

市
公
用
車
に
よ
る
広
報
に
加
え
、

消
防
団
車
両
13
台
や
小
中
学
校

に
配
置
し
て
い
る
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
車
13
台
を
活
用
し
、

市
内
全
域
の
広
報
活
動
を
行
う
。

な
お
、
車
両
に
搭
載
し
て
あ
る

音
響
機
器
を
従
来
の
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
方
式
か
ら
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド

対
応
に
変
更
す
る
。

　
退
職
消
防
団
員
が
当
初
の
見

込
み
よ
り
も
増
え
た
た
め
、
消

防
団
員
活
動
費
１
２
８
万
７
千

円
を
増
額
補
正
す
る
。

問　
消
防
団
員
の
入
団
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
団
員
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
。
減
少
を
食
い
止
め
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
。

●
平
成
23
年
５
月
31
日
（
火
）

〜
６
月
１
日
（
水
）

①
新
潟
県
長
岡
市

「
長
岡
市
復
興
計
画
・
長
岡
市

地
域
防
災
計
画
」

　

長
岡
市
は
、
平
成
16
年
７
月

に
発
生
し
た
大
水
害
と
、
10
月

に
発
生
し
た
中
越
大
震
災
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
こ
れ
ら

の
大
災
害
か
ら
の
復
興
を
進
め

る
た
め
、
水
害
や
震
災
の
教
訓

を
活
か
し
、
創
造
的
な
復
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
17

年
８
月
に
「
長
岡
市
復
興
計
画
」

が
策
定
さ
れ
た
。
長
岡
市
で
は
、

平
成
16
年
と
19
年
の
震
災
で
、

尊
い
命
が
奪
わ
れ
、住
宅・道
路・

農
地
・
商
工
業
な
ど
地
域
の
暮

ら
し
や
産
業
に
著
し
い
被
害
が

も
た
ら
さ
れ
た
。
特
に
、
中
山

間
地
域
で
壊
滅
的
な
被
害
が
発

生
。
被
害
発
生
前
か
ら
こ
の
地

域
は
、
高
齢
社
会
へ
の
対
応
や

地
域
の
過
疎
化
な
ど
の
課
題
を

抱
え
て
い
た
。
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
為
に
は
、
地
域
社

会
の
つ
な
が
り
を
形
成
す
る
こ

と
が
が
不
可
欠
と
感
じ
た
。

　
こ
の
陳
情
は
、
西
板
戸
井
前

原
地
区
の
鬼
怒
川
右
岸
崖
地

が
、
台
風
に
よ
る
増
水
等
に
よ

り
年
々
浸
食
さ
れ
、
危
険
崖
地

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

期
に
護
岸
工
事
に
着
手
し
、
安

心
・
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
、

関
係
機
関
に
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
過
去
に
左
岸
の
護
岸
工

事
を
実
施
し
た
段
階
で
、
右
岸

要
望
箇
所
の
計
画
等
を
調
査
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
震
災
に
よ
り
浸
食
が
進

ん
で
お
り
、
早
急
に
対
応
す
べ

き
で
あ
る
。

②
群
馬
県
吉
岡
町

「
駒
寄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
」

　

駒
寄
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

は
、
群
馬
県
吉
岡
町
の
関
越
自

動
車
道
上
に
あ
る
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
平
成
17

年
４
月
17
日
か
ら
社
会
実
験
と

し
て
開
始
さ
れ
、 

平
成
18
年
10

月
１
日
か
ら
恒
久
化
と
な
っ

た
。
社
会
実
験
ス
タ
ー
ト
か
ら

２
年
後
に
は
、
通
算
利
用
台
数

が
全
国
初
の
１
０
０
万
台
を
突

破
し
、
上
下
線
と
も
に
大
き
な

効
果
が
み
ら
れ
た
。

　
今
後
の
予
定
は
、
大
型
車
の

利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
進

入
路
概
略
等
が
検
討
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

都
市
経
済
常
任
委
員
会

消
防
団
員
数
が
減
少
傾
向
に

（
議
案
第
28
号
）

公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
27
号
）

広
報
活
動
用
の
車
両
用
音
響
機

器
を
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
式
に
変
更

（
議
案
第
28
号
）

補
助
金
活
用
で
除
塵
機
設

置
・
排
水
路
改
修
工
事

（
議
案
第
28
号
）

番　　号 採決結果 審査結果
議 案 第 27 号 全員賛成 原案可決
議 案 第 28 号 全員賛成 原案可決
受理番号第３号（陳情） 全員賛成 採　　択

審査結果

鬼
怒
川
右
岸
危
険
崖
地
の
安
全

対
策
工
事
の
早
期
着
工
に
関
す

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

（
受
理
番
号
第
３
号
）

○
○
意
見

○
○
意
見

陳情のあった箇所（鬼怒川右岸）

長岡市役所

視
察
研
修
報
告
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○
構　
　
成

委
員
長　
市　
川　
和　
代

副
委
員
長　
山　
﨑　
裕　
子

委　
　
員　
鈴　
木　
　
　
榮

　
　
〃　
　
高　
橋　
典　
久

　
　
〃　
　
佐　
藤　
弘　
子

　
　
〃　
　
平　
野　
寿　
朗

　
　
〃　
　
山　
田　
清　
美

○
所
管
事
務

　
保
健
福
祉
部（
社
会
福
祉
課
、

児
童
福
祉
課
、
介
護
福
祉
課
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、国
保
年
金
課
）

と
教
育
委
員
会（
学
校
教
育
課
、

生
涯
学
習
課
、
指
導
室
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
、中
央
図
書
館
）

　
守
谷
市
保
育
所
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
守

谷
市
職
員
の
職
制
の
見
直
し
に

よ
り
、主
任
保
育
士
（
一
般
職
）

を
統
括
す
る
職
と
し
て
、
保
育

所
副
所
長
（
管
理
職
）
が
設
置

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
所
長
の
職

務
を
代
理
す
る
職
員
は
「
主
任

保
育
士
」
で
あ
っ
た
が
、
今
後

は
「
副
所
長
」
と
な
る
。

問　
手
当
等
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

管
理
職
に
な
る
と
、
時
間

外
勤
務
手
当
は
な
く
な
る
が
、

管
理
職
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
所
長
に
事

故
が
あ
っ
た
場
合
に
、
主
任
保

育
士
が
そ
の
職
務
を
代
理
し
て

い
た
が
、
副
所
長
職
を
置
く
こ

と
に
よ
り
、
主
任
保
育
士
の
責

務
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

守
谷
小
学
校
の
校
舎
改
築
工

事
の
影
響
に
よ
り
、
体
育
館
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
授
業
等
で
使
用
で

き
な
い
た
め
、
体
育
の
授
業
と

運
動
会
を
常
総
広
域
及
び
守
谷

中
学
校
を
使
用
し
て
行
う
必
要

経
費
と
し
て
、
１
４
５
万
８
千

円
を
増
額
補
正
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
体
育
の
授
業
は
常
総
広

域
の
室
内
プ
ー
ル
と
体
育
館
で

行
う
。
運
動
会
は
守
谷
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
う
。

●
平
成
23
年
５
月
26
日
（
木
）

「
守
谷
小
学
校
改
築
工
事
に
つ

い
て
」

①
現
在
ま
で
の
工
事
状
況

　
現
在
ま
で
に
、
市
道
の
一
部

廃
止
に
伴
い
、
学
校
敷
地
内
に

設
置
す
る
歩
行
者
や
自
転
車
の

専
用
道
路
工
事
と
、
郷
州
沼
崎

線
に
隣
接
す
る
職
員
駐
車
場
予

定
地
付
近
の
盛
土
工
事
や
市
道

の
付
替
道
路
工
事
が
完
了
し
て

い
る
。

②
今
後
の
予
定

　

今
後
は
、
校
舎
本
体
工
事
・

外
溝
工
事
を
は
じ
め
、
順
次
、

体
育
館
の
外
壁
・
屋
根
等
の
改

修
工
事
や
、
郷
州
沼
崎
線
へ
の

接
道
工
事
・
職
員
駐
車
場
の
拡

張
工
事
、
既
存
校
舎
の
解
体
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
等
が
行

わ
れ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
新
校
舎
は
木
造
２
階

建
て
（
一
部
Ｒ
Ｃ
構
造
）
で
、

平
成
24
年
７
月
末
に
完
成
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
８
月
中
に
環

境
検
査
や
引
っ
越
し
な
ど
を
行

い
、
９
月
か
ら
の
使
用
開
始
を

予
定
し
て
い
る
。

●
平
成
23
年
７
月
12
日
（
火
）

〜
13
日
（
水
）

①
山
形
市
社
会
福
祉
協
議
会

「
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
と

地
域
福
祉
活
動
計
画
」

　
守
谷
市
で
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
地
域
福
祉
計
画
と
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
計
画
を
行
う
地

域
福
祉
活
動
計
画
の
両
計
画
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
山
形

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平

成
23
年
度
に
第
三
次
地
域
福
祉

活
動
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お

り
、
山
形
市
と
役
割
分
担
・
連

携
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

第
二
次
活
動
計
画
で
の
問
題
点

を
踏
ま
え
、
第
三
次
計
画
で
は

も
う
一
歩
進
ん
だ
「
ち
ょ
っ
と

し
た
支
援
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
山
形
市
で
は
、
民
生

委
員
と
は
別
に
平
成
４
年
か
ら

「
福
祉
協
力
員
制
度
」
を
開
始

し
、
地
域
の
様
々
な
問
題
解
決

を
図
っ
て
い
る
。福
祉
と
は「
ふ

つ
う
の
く
ら
し
が
で
き
る
し
あ

わ
せ
」
と
い
う
山
形
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
モ
ッ
ト
ー
が
、
大

変
心
に
残
っ
た
。

②
山
形
県
長
井
市

「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

制
度
に
つ
い
て
」

　
長
井
市
で
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
制
度
を
運
用
し
て
い
る
。
守

谷
市
と
の
相
違
点
と
し
て
、
登

録
申
請
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら

の
情
報
提
供
で
は
な
く
、
手
上

げ
式
に
よ
る
同
意
方
式
を
取
っ

て
い
た
。
他
の
自
治
体
で
も
同

様
に
個
人
情
報
保
護
が
問
題
点

と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
の
余
震
に

よ
り
停
電
し
た
際
に
、
在
宅
酸

素
療
法
者
の
装
置
が
停
止
し
、

死
亡
す
る
事
故
が
起
き
た
こ
と

か
ら
、
在
宅
酸
素
療
法
者
に
対

し
て
も
支
援
制
度
申
込
書
を
送

付
し
、
登
録
を
促
し
て
い
る
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

番　　号 採決結果 審査結果

議案第２６号 全員賛成 原案可決

議案第２８号 全員賛成 原案可決

審査結果

常総広域室内プール

現地を視察

長井市役所での研修

保
育
所
副
所
長
職
を
設
置

（
議
案
第
26
号
）

体
育
の
授
業
と
運
動
会
を
常

総
広
域
と
守
谷
中
学
校
で

（
議
案
第
28
号
）

守
谷
小
学
校
視
察
報
告

視
察
研
修
報
告
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定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
、

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事

故
に
起
因
す
る
様
々
な
問
題
に

対
し
、
放
射
線
被
害
に
よ
る
諸

問
題
を
、
継
続
的
・
集
中
的
に

調
査
し
審
査
・
提
言
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
放
射
線
災
害
対

策
特
別
委
員
会
設
置
の
動
議
が

提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
に
よ
り

「
放
射
線
災
害
対
策
特
別
委
員

会
」
の
設
置
と
受
理
番
号
第
５

号
「
子
ど
も
達
を
放
射
線
か
ら

守
る
対
策
を
求
め
る
」
請
願
書

の
付
託
が
可
決
さ
れ
た
。

○
構　
　
成

委
員
長　
松　
丸　
修　
久

副
委
員
長　
山　
田　
清　
美

委　
　
員　
高　
木　
和　
志

　
　
〃　
　
浅　
川　
利　
夫

　
　
〃　
　
山　
﨑　
裕　
子

　
　
〃　
　
市　
川　
和　
代

　
　
〃　
　
尾　
﨑　
靖　
男

　
　
〃　
　
梅　
木　
伸　
治

　
　
〃　
　
又　
耒　
成　
人

　
　
〃　
　
中　
田　
孝
太
郎

※
各
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員

長
及
び
議
長
経
験
者
等
で
構
成

　
原
子
力
災
害
で
の
現
行
の
法

律
で
は
「
原
子
力
災
害
対
策
特

別
措
置
法
」
に
基
づ
き
、「
原

子
力
災
害
本
部
長
の
指
揮
の
下

行
動
す
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
国
か
ら
の
指
示
が

何
も
無
く
、
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
。
福
島
県
に
お
い
て
は
文

部
科
学
省
か
ら
児
童
・
生
徒
が

学
校
等
で
受
け
る
線
量
を
「
当

面
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

下
を
目
指
す
」
ま
た
「
校
庭
・

園
庭
の
空
間
線
量
率
が
毎
時
１

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
さ

れ
て
い
る
が
、
茨
城
県
を
含
む

他
の
自
治
体
に
は
、
放
射
線
量

に
対
し
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い

な
い
。
守
谷
市
で
は
、
５
月
11

日
以
降
、
市
内
幼
児
施
設
・
小

中
学
校
等
の
37
箇
所
で
測
定
を

行
っ
て
い
る
。
６
月
13
日
以
降

は
公
園
等
も
含
め
１
０
６
箇
所

で
測
定
を
行
っ
て
お
り
、
翌
日

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
結
果
を

公
表
し
て
い
る
。
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
は
、
お
知
ら
せ
の

文
書
を
配
布
し
て
学
校
生
活
で

の
留
意
点
を
示
し
て
い
る
。

問　
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
や

情
報
交
換
等
は
行
っ
て
い
る

か
。

答　
取
手
市
・
つ
く
ば
み
ら
い

市
・
常
総
市
と
協
議
会
等
で
連

携
し
て
い
き
た
い
。

問　
測
定
箇
所
は
増
や
せ
な
い

の
か
。

答　

測
定
器
が
１
台
し
か
な

い
。新
た
に
発
注
し
て
い
る
が
、

納
品
が
先
に
な
る
。
幼
児
施
設

に
つ
い
て
は
、
今
後
１
施
設
６

箇
所
で
測
定
す
る
。

問　
土
壌
除
染
等
の
対
応
は
。

答　
削
っ
た
土
の
処
理（
方
法・

保
管
場
所
等
）の
問
題
が
あ
る
。

国
か
ら
適
切
な
処
理
方
法
を
示

し
て
も
ら
い
、
周
辺
自
治
体
と

一
緒
に
対
応
し
た
い
。

　
委
員
か
ら
、
国
に
対
し
放
射
線

へ
の
安
全
基
準
や
対
処
方
法
を
求

め
る
意
見
書
案
が
提
出
さ
れ
、
全

員
賛
成
に
よ
り
意
見
書
案
を
本
会

議
で
提
出
す
る
こ
と
を
可
決
し

た
。
意
見
書
案
の
内
容
は
、
茨
城

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
拡
散

に
よ
る
被
曝
か
ら
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
の
対

策
を
市
が
積
極
的
に
取
組
む
こ

と
を
要
望
す
る
請
願
で
あ
る
。

　
　
　
請
願
書
に
あ
る
項
目
は

採
択
が
で
き
な
い
恐
れ
の
あ
る

も
の
も
あ
る
。
こ
の
項
目
の
採

択
に
と
ら
わ
れ
ず
、
請
願
の
趣

旨
を
尊
重
す
る
べ
き
で
あ
る
。

県
を
は
じ
め
、
放
射
線
の
影
響
を

受
け
て
い
る
市
町
村
に
対
し
、
安

全
基
準
の
明
確
化
や
具
体
的
対
応

策
の
公
表
、
風
評
被
害
の
防
止
な

ど
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活
を
営

む
こ
と
が
出
来
る
た
め
の
放
射
線

対
策
を
早
期
に
講
じ
る
よ
う
、
国

に
対
し
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
に

よ
り
趣
旨
採
択
と
な
っ
た
。

●
趣
旨
採
択
…
請
願
の
趣
旨
や

全
体
的
な
願
意
に
は
賛
同
で
き

る
が
、
内
容
に
つ
い
て
、
現
在

の
財
政
や
そ
の
他
の
事
情
に
よ

り
「
実
現
性
の
確
信
が
も
て
な

い
」「
時
間
・
場
所
・
金
額
等
が

願
意
に
沿
い
難
い
」
等
の
場
合

に
、
不
採
択
と
は
せ
ず
に
、
請

願
の
趣
旨
を
く
み
上
げ
る
こ
と
。

放
射
線
災
害
対
策
特
別
委
員
会

守
谷
市
の
放
射
線
量
と
市

の
対
策
は
？

安
全
基
準
と
対
処
方
法
の
早

期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

「
子
ど
も
達
を
放
射
線
か
ら
守

る
対
策
を
求
め
る
」
請
願
書

（
受
理
番
号
第
５
号
）

○
○
意
見

放射線から市民の不安解消のための安全基準と対処方法の早期制定を求める意見書
　福島第一原子力発電所事故に伴う放射線に関連して、原子力災害対策本部の
指示の下、文部科学省は４月 19日、福島県教育委員会等に対して、「福島県内
の学校等の校舎・校庭等の利用判断における暫定的な考え方について（通知）」
により指導・助言をした。さらに、５月 27日に文部科学省は、「福島県内にお
ける児童生徒等が学校等において受ける線量低減に向けた当面の対応について」
を公表し、今年度、学校において児童生徒等が受ける線量について「当面、年
間１ミリシーベルト以下を目指す」とした新たな方針が示されたところである
が、茨城県をはじめ放射線の影響を受けている他の県・市町村において、放射
線対策を講じるための基準がなく、手探りの状態で、その対策に追われている
のが現状である。
　また、茨城県南部に位置する守谷市においては、マスコミやインターネット
等において茨城県内でも放射線量率の測定値が高いことからホットスポットと
報じられるなど、市民（特に子どもを持つ親）は大変な不安を抱え、対応を求
める声は日増しに大きくなってきている。このような中、依然として国からは、
放射能関連の統一した基準が示されていない状況にある。
　このようなことから、市民（特に幼児・児童生徒等）が安心して生活ができ
るよう、国に対し下記の措置を早急に講ずるよう強く求めるものである。
１　市民が安心・安全な生活を営む上で必要な放射線に関する安全基準を明確
にし、具体的な対応策を早急に示し、公表すること。

　（１）土壌（公園、校庭及び園庭等）の明確な安全基準と処理方針・処理方法
　（２）学校等における生活上の明確な安全基準とその対処方法
　（３）下水道汚泥の安全基準と処理方針・処理方法
　（４）放射線量率測定方法の統一したマニュアルの作成
　（５）農・畜産物の恒久的な安全基準の制定と流通体制の確保
２　茨城県、特に県南地域の空間線量が高い傾向にある原因究明とモニタリン
グポストの増設を行うこと。

３　放射線問題に関する情報提供は、各省庁にとらわれず一元化して行うこと。
４　放射線に関する風評被害を防止するため、健康への影響に関する正しい知
識について、国による積極的な啓発活動を行うこと。

５　これらに要するすべての費用について、福島県と同様の財政支援を行うこと。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
提出先：内閣総理大臣、環境大臣・内閣府特命担当大臣（防災）、文部科学大臣
　　　　厚生労働大臣、農林水産大臣、経済産業大臣
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一  般  質  問  の  要  旨

高
木　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て
、
現
状
の
認

識
と
対
応
は
。

生
活
経
済
部
次
長　
大
変
役
立

つ
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
災
害
時
で

の
活
用
と
な
る
た
め
、
経
費
や

事
例
等
を
含
め
検
討
し
た
い
。

高
木　
業
務
継
続
計
画
の
策
定

状
況
は
。

総
務
部
次
長　
未
策
定
の
状
況

に
あ
る
。
防
災
計
画
と
の
整
合

を
図
り
、
今
年
度
中
に
は
作
成

し
た
い
。

高
木　
災
害
避
難
情
報
発
信
の

エ
リ
ア
メ
ー
ル
利
用
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

生
活
経
済
部
次
長　
回
線
混
雑

の
影
響
を
受
け
ず
に
受
信
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
震
災

を
踏
ま
え
、
災
害
時
の
情
報
発

信
手
段
と
し
て
導
入
し
た
い
。

高
木　
心
拍
変
動
リ
ア
ル
タ
イ

ム
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
健
康
診

断
に
取
り
入
れ
て
は
。

保
健
福
祉
部
長　
健
康
診
断
の

補
助
的
役
割
と
し
て
、疲
労
度・

ス
ト
レ
ス
度
な
ど
が
容
易
に
測

定
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

あ
く
ま
で
も
傾
向
や
基
準
が
わ

か
る
の
み
で
、
正
確
な
診
断
名

を
つ
け
る
上
で
の
補
助
的
役
割

に
過
ぎ
な
い
。
健
康
診
査
に
お

い
て
直
ち
に
導
入
す
る
と
い
う

予
定
は
な
い
。

高
木　
市
道
に
は
、道
路
標
識・

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
プ
ラ
ン
タ
ー

等
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
設
置
し

て
よ
い
も
の
な
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
標
識
・
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
は
、
道
路
に
対
す
る

附
属
物
と
し
て
、
安
全
・
円
滑

な
交
通
体
系
を
確
保
す
る
た
め

の
も
の
と
し
て
、
道
路
管
理
者

と
し
て
設
置
を
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
に
届
け
出
の
必
要
な
も

の
と
し
て
は
、
電
柱
・
公
衆
電

話
・
交
通
の
支
障
と
な
る
工
作

物
が
あ
る
。
道
路
の
美
観
上
で

プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
も
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
道
路
に
支
障
が
な

い
範
囲
で
設
置
の
許
可
を
し
て

い
る
。

高
木　
切
り
下
げ
の
工
事
費
の

助
成
は
。

都
市
整
備
部
長　

段
差
解
消

は
、
個
人
の
利
便
目
的
の
た
め
、

助
成
等
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

高
木　
総
務
省
基
準
モ
デ
ル
方

式
で
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い

る
が
、
何
に
使
用
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
な
ぜ
公
開
が
遅
い

の
か
。

総
務
部
長　
財
務
書
類
の
４
表

を
作
成
し
て
い
る
。
目
的
は
資

産
や
負
債
の
ス
ト
ッ
ク
情
報
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
情
報

の
把
握
で
あ
る
。
決
算
統
計
資

料
を
基
に
作
成
し
て
い
る
た

め
、時
期
的
に
遅
れ
て
し
ま
う
。

高
木　
複
式
簿
記
・
発
生
主
義

会
計
の
導
入
は
。

総
務
部
長  

法
的
に
今
の
も
の

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は

や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
経

費・事
務
量
も
増
え
て
し
ま
う
。

今
後
、
地
方
自
治
法
の
改
正
等

に
よ
っ
て
、
移
行
す
べ
き
と
考

え
る
。

10番　唐木田　幸司　議員
　１．高齢化福祉予算比率
　２．防犯パトロール強化

11番　中田　孝太郎　議員
　１．雨水利用
　２．都市計画道路西口大柏線
　３．教育施設誘致について

12番　市川　和代　議員
　１．高齢者のための交通
　２．危険箇所をなくせ
　３．災害時の対応について

13番　尾﨑　靖男　議員
　１．原発事故に対して
　２．原発事故への市の対応は

14番　佐藤　弘子　議員
　１．震災、原発災害の対策
　２．住宅リフォーム条例
　３．国保税値下げ、減免制度
　４．緊急雇用交付金
　５．信号機の設置

通　告　事　項

１番　高木　和志　議員
　１．防災関係について
　２．うつ病・自殺予防対策
　３．車乗り入れブロック
　４．財政の見える化について

２番　浅川　利夫　議員
　１．市民が求める安心・安全
　２．補助金・交付金の有効活用
　３．姉妹都市について
　４．ネット社会への対応
　
３番　平野　寿朗　議員
　１．道路面の補修・安全対策
　２．郷州沼崎線について
　３．東日本大震災からの教訓

４番　川名　敏子　議員
　１．地域防災計画と今後の対策
　２．節電と放射線対策
　３．日本一のガン対策
　４．ちょっとサポーターの
　　　おすそわけ運動

５番　山﨑　裕子　議員
　１．放射線から市民を守る対策
　２．防災対策
　３．東板戸井等からの要望

６番　梅木　伸治　議員
　１．危険な場所

７番　高梨　恭子　議員
　１．震災直後の市の対応
　２．原子力事故後の市の対応
　３．出前サロンについて
　４．モコバスの利用について

８番　酒井　弘仁　議員
　１．一括交付金について
　２．市の職員には夢があるか
　３．松並土地区画整理事業
　４．守谷小学校改築工事

９番　鈴木　　榮　議員
　１．東日本大震災の影響と対策
　２．公民館と生涯学習について
　３．貿易の自由化と守谷の農業

今
出
来
な
い
で
、
何
時
出
来
る
防
災
対
策

高
木　

和
志　

議
員

う
つ
病
・
自
殺
予
防
対
策
に
つ
い
て

車
乗
り
入
れ
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て

財
政
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
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平
野　
東
日
本
大
震
災
は
、
人

生
観
を
も
変
え
る
大
災
害
だ
っ

た
。
多
く
の
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た
が
、そ
の
一
つ
と
し
て
、

外
国
の
方
か
ら
見
て
、
日
本
は

大
災
害
に
も
関
わ
ら
ず
、
略
奪

等
は
無
く
、
助
け
合
い
が
強
い

と
い
う
点
が
あ
る
。
日
本
の
長

い
歴
史
と
文
化
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。
地
震
の
激
動
期
と
も
言

え
る
今
後
に
つ
い
て
、
今
回
の

教
訓
を
活
か
し
て
教
育
面
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

市
長　
３
月
11
日
は
一
生
忘
れ

ら
れ
な
い
大
災
害
だ
っ
た
。
行

政
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
力
を
さ

ら
に
強
化
し
た
い
。
ま
た
、
飯

盒
炊
さ
ん
な
ど
の
経
験
が
で
き

る
教
育
等
も
強
化
し
た
い
。

教
育
長　

教
育
に
お
い
て
も
、

自
然
に
対
す
る
見
方
等
も
検
証

し
て
教
育
し
て
い
く
。
子
ど
も

達
に
生
き
る
力
・
自
分
で
考
え

自
分
で
判
断
で
き
る
力
・
人
を

思
い
や
る
心
を
育
て
た
い
。
経

験
を
活
か
せ
る
教
育
を
多
く
取

り
入
れ
た
い
と
思
う
。

事
務
所
と
協
議
を
続
け
た
い
。

平
野　
郷
州
沼
崎
線
は
み
ず
き

野
住
民
に
と
っ
て
重
要
な
道
路

に
な
る
。
今
、
乙
子
交
差
点
が

主
要
な
出
入
口
だ
が
、
郷
州
沼

崎
線
の
完
成
と
共
に
、
守
谷
駅

等
へ
の
出
入
口
は
六
丁
目
が
中

心
に
な
る
。
開
通
に
向
け
て
の

現
状
と
目
標
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
３
名
の
未
買

収
者
の
う
ち
、
２
名
の
契
約
が

終
わ
っ
た
。
残
り
の
１
名
の
方

と
は
協
議
中
で
あ
る
。
工
事
は

現
在
橋
梁
工
事
を
進
め
て
お

り
、
完
成
は
25
年
３
月
予
定
。

の
長
期
計
画
と
住
民
の
要
望
を

酌
み
、事
業
の
推
進
を
図
れ
ば
、

市
の
少
な
い
予
算
で
市
民
参
加

型
の
事
業
が
で
き
る
。
今
後
も

申
請
者
と
市
が
一
体
と
な
っ
た

事
業
の
推
進
を
お
願
い
す
る
。

生
活
経
済
部
長　
市
の
少
な
い

予
算
で
大
き
な
成
果
が
上
げ
ら

れ
る
事
業
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
も
検
討
し
て
い
く
。

浅
川　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

放
射
能
漏
れ
に
対
し
て
、
市
民

の
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
チ
ラ

シ
や
ネ
ッ
ト
上
で
誤
っ
た
発
信

が
あ
っ
た
と
聞
く
。
反
社
会
的

個
人
プ
レ
ー
に
、
行
政
と
し
て

市
民
の
安
心
を
守
る
立
場
か

ら
、
何
ら
か
の
対
策
を
望
む
。

総
務
部
次
長　
現
在
の
ネ
ッ
ト

社
会
は
、
技
術
の
進
展
と
共
に

誰
も
が
気
軽
に
発
信
で
き
る
社

会
と
な
っ
て
い
る
。市
に
対
し
、

重
大
な
被
害
が
発
生
す
る
故
意

情
報
や
、
権
利
が
不
当
に
侵
害

さ
れ
る
悪
質
な
情
報
等
に
対
し

て
は
、
警
察
へ
の
通
報
・
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
へ
の
削
除
依
頼
な
ど

適
切
な
対
処
を
図
っ
て
い
く
。

平
野　
大
震
災
の
後
、
み
ず
き

野
地
区
の
公
園
や
道
路
を
見
て

歩
い
た
。
公
園
で
は
20
セ
ン
チ

も
段
差
が
で
き
た
危
険
箇
所
が

あ
っ
た
が
、
直
ち
に
補
修
し
て

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
１
丁
目

〜
３
丁
目
は
止
ま
れ
や
、
交
差

点
の
十
字
路
の
白
線
が
消
え
て

い
る
箇
所
が
多
く
あ
る
。ま
た
、

乙
子
交
差
点
か
ら
郷
州
小
へ
か

け
て
の
道
路
面
や
導
流
レ
ー
ン

の
補
修
が
必
要
だ
。さ
ら
に
６・

７
丁
目
の
道
路
歩
道
の
植
栽
は

車
道
面
に
大
き
く
は
み
出
し
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
所
の
安

全
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

生
活
経
済
部
次
長　
み
ず
き
野

１
丁
目
の
止
ま
れ
等
の
補
修
は

８
月
に
は
工
事
着
工
し
た
い
。

都
市
整
備
部
長　

導
流
レ
ー
ン

の
補
修
は
、
道
路
面
の
補
修
工

事
に
併
せ
て
行
い
、
来
年
度
の

予
算
に
組
み
入
れ
た
い
。
６・７

丁
目
の
歩
道
の
植
栽
管
理
は
県

の
事
業
な
の
で
、
竜
ヶ
崎
土
木

測
定
し
、
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
翌
日
に
公
表
し
て
い
る
。

浅
川　
子
供
の
安
全
に
つ
い
て

高
野
小
学
校
に
緩
衝
材
を
使
っ

た
窓
が
あ
る
。
他
の
公
共
施
設

に
も
拡
大
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　
緩
衝
材
を
入
れ
る

基
準
は
な
く
、
採
用
は
任
意
。

浅
川　
事
故
防
止
の
面
か
ら
緩

衝
材
の
窓
枠
を
希
望
す
る
。

浅
川　

現
在
行
っ
て
い
る
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
は
、
25
％
の
市
の
負
担
で

１
０
０
％
の
事
業
が
行
わ
れ
る

効
率
の
よ
い
制
度
で
あ
る
。
市

浅
川　
東
日
本
大
震
災
で
は
日

本
全
体
が
多
く
の
被
害
を
受
け

た
。
耐
震
、
防
火
、
放
射
能
等

の
安
全
基
準
は
。

総
務
部
長　

地
震
は
耐
震
基

準
、
防
火
は
消
防
法
、
放
射
能

は
各
種
の
法
律
か
ら
除
外
さ
れ

て
お
り
放
射
能
の
汚
染
等
を
定

め
る
基
準
は
法
的
に
な
い
。

浅
川　
放
射
能
の
統
一
さ
れ
た

基
準
が
な
い
中
、
暫
定
値
が
報

道
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

市
民
は
数
値
を
見
て
不
安
に

な
っ
て
い
る
。
国
の
統
一
さ
れ

た
基
準
が
な
い
理
由
、
詳
細
な

測
定
方
法
及
び
数
値
を
、
知
識

と
し
て
市
民
へ
知
ら
せ
れ
ば
、

市
民
も
安
心
す
る
の
で
は
。

生
活
経
済
部
長　

市
も
、
マ
ス

コ
ミ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

情
報
を
集
め
て
い
る
。
多
く
の

情
報
が
錯
綜
し
、
市
民
特
に
幼

児
、
子
供
た
ち
の
保
護
者
か
ら

不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

統
一
し
た
基
準
が
無
い
中
、
幼

児
施
設
・
市
内
小
中
学
校
、
公

園
等
１
０
６
箇
所
で
継
続
的
に

市
民
が
求
め
る
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

浅
川　

利
夫　

議
員

郷
州
沼
崎
線
の
早
期
完
成
を平

野　

寿
朗　

議
員

国
の
補
助
金
、
交
付
金
の

有
効
利
用
を

ネ
ッ
ト
社
会
へ
の
対
応

道
路
・
交
通
の
安
全
対
策

郷
州
沼
崎
線
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
教
訓
を

教
育
に
活
か
し
て

窓枠緩衝材

郷州沼崎線予定地
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日
に
50
㎝
測
定
で
松
ケ
丘
小

０
．
４
４
９
μ
ｓ
ｖ
／
ｈ
で
計

算
し
た
と
こ
ろ
濃
度
は
６
・
８

ベ
ク
レ
ル
／
ｇ
と
な
り
、
放
射

性
同
位
元
素
で
な
い
。し
か
し
、

５
㎝
よ
り
浅
い
箇
所
で
存
在
し

て
い
る
と
す
れ
ば
法
律
上
の
放

射
性
同
位
元
素
と
な
る
。
仮
に

１
㎝
ま
で
の
汚
染
と
す
れ
ば

０
．
１
３
２
μ
ｓ
ｖ
／
ｈ
、
５

㎝
で
も
０
．
66
μ
ｓ
ｖ
／
ｈ
で

超
え
る
。
６
月
13
日
に
栄
町
公

園
０
・
６
６
６
。
６
月
15
日
に

守
谷
小
０
．
６
１
１
、
つ
く
ば

国
際
松
並
保
育
園
０
・
６
の
高

い
値
。
こ
の
見
解
に
立
つ
と
守

谷
で
も
注
意
が
必
要
な
値
で
あ

る
。
福
島
の
小
学
校
で
水
入
り

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
教
室
窓
辺
に

置
い
た
と
こ
ろ
放
射
線
値
を
軽

減
し
遮
断
効
果
が
あ
っ
た
。

教
育
部
長　
年
間
１
ｍ
ｓ
ｖ
で

対
応
す
る
。
常
総
広
域
４
市
で

協
議
し
検
討
し
た
い
。

【
そ
の
他
質
問
し
た
事
項
】

・
防
災
無
線
、
災
害
時
優
先
的

ガ
ソ
リ
ン
確
保
協
定
等
を
望
む
。

・
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
２

㎞
圏
内
や
東
板
戸
井
住
民
に
も

白
寿
荘
入
場
券
等
の
配
布
を
。

る
安
全
な
物
を
使
っ
て
い
る
。

上
下
水
道
事
務
所
長　
放
射
性

物
質
混
入
防
止
の
た
め
、
沈
殿

池
と
、
ろ
過
池
に
雨
よ
け
シ
ー

ト
を
被
せ
て
い
る
。

山
﨑　
子
ど
も
達
を
放
射
線
か

ら
守
る
対
策
を
求
め
る
請
願
書

が
１
０
７
５
名
の
署
名
を
添
え

提
出
さ
れ
た
。
つ
く
ば
研
究
者

か
ら
提
言
を
貰
っ
た
と
こ
ろ
放

射
線
障
害
防
止
法
で
は
文
科
省

安
全
基
準
と
関
係
な
く
18
歳
以

下
に
放
射
性
同
位
元
素
を
取
り

扱
い
さ
せ
て
は
い
け
な
い
（
第

31
条
第
１
項
他
）。
法
律
上
放

射
性
同
位
元
素
は
数
量
と
濃
度

を
超
え
る
も
の
が
対
象
。
第
４

条
第
１
項
で
実
効
線
量
が
３
月

間
に
つ
き
１
．
３
ｍ
ｓ
ｖ
と
定

め
る
。
数
量
と
濃
度
は
文
科
省

指
定
で
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
は
数

量
１
万
ベ
ク
レ
ル
、
濃
度
10
ベ

ク
レ
ル
／
ｇ
。
環
境
放
射
線
、

土
密
度
や
３
月
以
降
降
下
し
た

セ
シ
ウ
ム
は
地
上
の
５
㎝
以
内

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮

し
濃
度
を
計
算
す
る
と
５
月
24

に
な
る
。
患
者
の
多
い
50
代
か

ら
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査
、
血
清

ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
検
査
を
取
り

入
れ
、
全
国
に
先
駆
け
て
胃
が

ん
予
防
に
取
り
組
ん
で
は
。

保
健
福
祉
部
長　
胃
が
ん
の
発

生
因
子
は
ス
ト
レ
ス
や
体
質
な

ど
が
多
い
。
胃
カ
メ
ラ
医
療
診

療
を
検
討
し
、
予
防
に
取
り
組

む
。
大
腸
が
ん
検
診
は
、
41
・

51
・
61
歳
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
を

実
施
す
る
。

川
名　
高
齢
の
友
人
等
に
、
今

夜
の
お
か
ず
を
お
す
そ
分
け
す

る
「
ち
ょ
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
育
成
し
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

す
で
に
食
生

活
改
善
推
進
委
員
が
い
る
た
め
、

実
施
す
る
予
定
は
現
在
な
い
。

山
崎　

何
度
か
一
般
質
問
し
た

郷
州
沼
崎
線
に
つ
い
て
地
権
者

に
５
月
に
同
意
が
頂
け
、
来
年

度
３
月
完
成
に
向
け
工
事
が
進

ん
で
い
く
と
の
こ
と
。
み
ず
き

野
、
本
町
、
奥
山
本
田
、
奥
山

新
田
住
民
も
喜
ぶ
。
関
係
各
位

に
感
謝
す
る
。
放
射
線
対
策
に

関
し
市
民
か
ら
多
く
の
不
安
な

声
が
あ
る
。
震
災
以
降
５
月
の

０
歳
〜
４
歳
人
口
28
名
減
。
放

射
線
の
影
響
か
。
①
市
民
意
見

は
②
運
動
会
な
ど
屋
外
活
動
時

間
の
制
限
や
組
体
操
等
へ
の
対

応
は
。
③
飲
食
物
の
安
全
対
策

と
し
て
、
給
食
等
で
内
部
被
爆

を
避
け
る
よ
う
汚
染
の
低
い
地

域
の
食
材
を
使
用
し
て
ほ
し
い
。

生
活
経
済
部
長　
①
校
庭
等
表

土
の
掘
削
や
土
壌
調
査
の
要

望
。
給
食
食
材
の
測
定
と
産
地

明
示
、屋
外
活
動
制
限
で
あ
る
。

副
市
長　
②
基
準
を
超
え
る
数

値
が
出
た
場
合
は
考
慮
す
る
よ

う
学
校
に
お
願
い
す
る
。

市
長　
③
食
べ
物
産
地
は
公
表

す
る
。
現
在
は
市
場
に
出
て
い

停
止
さ
せ
扇
風
機
を
活
用
す
る
。

市
長　

松
並
区
画
整
理
事
業
で

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
導
入
や
住

宅
補
助
も
考
え
た
い
。
焼
却
施

設
で
の
発
電
も
計
画
中
で
あ
る
。

川
名　

放
射
線
の
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

測
定
場
所
を
増
設
し
、全
保
育・

教
育
施
設
に
測
定
器
を
配
布
し

て
は
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
除

染
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

副
市
長　
高
感
度
な
測
定
器
を

１
台
発
注
し
、
一
つ
の
保
育
園

で
６
箇
所
測
定
し
て
い
る
。
測

定
箇
所
数
も
増
や
す
。
今
後
、

１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
数

値
が
出
れ
ば
検
討
す
る
。

川
名　

１
９
９
４
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ

世
界
保
健
機
構
の
国
際
が
ん
研

究
機
関
が
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー

ピ
ロ
リ
菌
を
発
が
ん
原
因
で
あ

る
と
認
定
し
た
。
胃
が
ん
患
者

の
99
％
は
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
で
、

ピ
ロ
リ
菌
が
い
る
と
、
萎
縮
性

胃
炎
に
な
り
、
そ
の
一
部
が
癌

川
名　
守
谷
市
で
大
地
震
が
起

き
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
市
民

を
守
る
か
は
重
要
課
題
で
あ

る
。
学
校
や
介
護
施
設
か
ら
の

帰
宅
時
の
対
応
や
災
害
弱
者
の

為
の
避
難
所
、
初
動
体
制
や
減

災
対
策
等
の
見
直
し
は
あ
る
の

か
。

生
活
経
済
部
次
長　
総
括
を
行

い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
で

体
制
強
化
を
図
る
。

保
健
福
祉
部
次
長　
福
祉
施
設

と
協
議
し
、
民
間
福
祉
避
難
所

の
協
定
を
締
結
す
る
。

川
名　
広
報
車
の
録
音
が
電
話

で
も
聞
け
る
音
声
自
動
応
答

サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
の
導
入
は
。

生
活
経
済
部
次
長　
先
進
事
例

な
ど
を
研
究
し
検
討
す
る
。

川
名　
節
電
対
策
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

生
活
経
済
部
長　

節
電
目
標

値
20
％
減
と
設
定
し
、
照
明
を

60
％
消
灯
。
空
調
機
を
輪
番
で

地
域
防
災
計
画
と
今
後
の
対
策

川
名　

敏
子　

議
員

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
線

か
ら
市
民
を
守
る
対
策
を　

  

山
﨑　

裕
子　

議
員

節
電
と
放
射
線
対
策

日
本
一
の
ガ
ン
対
策
で
市
民
の

生
命
を
守
れ
（
胃
・
肺
・
大
腸
）

ち
ょ
っ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の

お
す
そ
分
け
運
動

ピロリ菌
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て
い
る
が
使
い
か
た
は
。

保
健
福
祉
部
長　
サ
ロ
ン
運
営

代
表
者
会
議
を
開
き
、
そ
れ
ぞ

れ
に
必
要
な
備
品
を
提
案
い
た

だ
き
、
使
っ
て
行
く
予
定
。

高
梨　
モ
コ
バ
ス
が
運
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
来
月
末
で
２

年
。
こ
の
補
助
事
業
は
、
平
成

24
年
３
月
ま
で
と
聞
い
て
い

る
。
本
稼
働
に
あ
た
っ
て
の
問

題
点
や
取
組
み
の
工
夫
は
。

総
務
部
次
長　
フ
リ
ー
降
車
制

や
回
数
券
割
引
率
の
見
直
し
、

乗
車
補
助
券
な
ど
に
取
組
む
。

高
梨　
大
野
小
学
校
区
で
の
登

校
時
の
交
通
事
故
の
報
告
は
。

教
育
部
長　
集
団
登
校
時
の
立

哨
の
先
生
も
い
る
中
で
の
接
触

事
故
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
軽

傷
で
あ
っ
た
。

高
梨　
モ
コ
バ
ス
も
そ
の
時
間

帯
に
運
行
し
て
い
る
。
子
ど
も

達
の
安
心
安
全
を
考
え
、
モ
コ

バ
ス
で
の
通
学
は
可
能
か
。

教
育
部
長　
美
園
地
区
で
も
同

様
の
事
案
が
あ
っ
た
。
学
校
と

保
護
者
で
協
議
し
、
利
用
す
る

こ
と
は
可
能
。

発
言
し
、
連
絡
を
密
に
し
て
市

民
へ
の
対
応
を
お
願
い
す
る
。

高
梨　
内
部
被
曝
を
受
け
や
す

い
子
ど
も
達
の
事
を
考
え
て
、

市
独
自
の
対
策
は
あ
る
か
。

副
市
長　
国
か
ら
の
方
針
が
出

さ
れ
て
い
な
い
以
上
は
、
対
策

は
と
り
に
く
い
。

高
梨　

既
成
概
念
を
捨
て
て
、

市
独
自
の
行
事
編
成
を
し
て
み

た
ら
ど
う
か
。
夏
休
み
を
早
め

る
、
運
動
会
も
例
年
通
り
の
実

施
で
な
く
て
も
い
い
の
で
は
。

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
思

い
切
っ
た
対
応
を
、
学
校
行
事

を
含
め
て
お
願
い
を
し
た
い
。

教
育
部
長　

学
校
は
勉
強
を
中

心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ

て
い
る
為
対
策
が
し
に
く
い
。

高
梨　
出
前
サ
ロ
ン
の
運
営
を

こ
れ
ま
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
き
た
が
廃
止

と
な
っ
た
。
予
算
は
計
上
さ
れ

都
市
整
備
部
長　
指
摘
の
場
所

は
、
守
谷
高
校
が
あ
る
た
め
、

自
転
車
通
行
が
多
い
。し
か
し
、

車
道
が
５
・
３
ｍ
し
か
な
い
の

で
、
ま
ず
は
歩
道
の
確
保
を
重

点
に
考
え
、
竜
ヶ
崎
土
木
事
務

所
と
協
議
し
て
い
く
。

梅
木　
愛
宕
地
区
に
つ
い
て
は
、

先
だ
っ
て
カ
ラ
ー
舗
装
を
施
工

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
非
常
に

道
路
幅
が
狭
く
、
傘
を
差
し
て

歩
く
と
、
自
動
車
に
当
た
る
か

当
た
ら
な
い
か
と
い
う
状
況
で

あ
る
。
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
消

し
て
歩
道
を
確
保
し
て
頂
い
た

の
か
と
思
う
が
、
予
算
の
関
係

で
細
く
長
く
施
工
す
る
と
い
う

こ
と
な
の
だ
と
考
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
傘
も
ま
と
も
に
さ

せ
な
い
歩
道
は
、
安
全
の
確
保

に
は
届
い
て
い
な
い
と
思
う
。

予
算
の
関
係
で
時
間
が
か
か
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
未
来
永
劫

の
歩
道
に
な
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
工
事
の
時
に
十
分
な
歩
道
の

確
保
を
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

都
市
整
備
部
長　
引
き
続
き
カ

ラ
ー
舗
装
を
進
め
る
中
で
、
で

き
る
だ
け
歩
道
の
部
分
を
確
保

し
た
い
と
思
う
。

高
梨　
地
震
直
後
の
停
電
の
情

報
と
、
避
難
所
開
設
の
情
報
を

ど
の
よ
う
に
広
報
し
た
か
。

生
活
経
済
部
次
長　
６
台
の
広

報
車
で
市
内
を
回
っ
た
。

高
梨　
周
知
が
な
か
っ
た
と
い

う
声
が
多
い
。今
後
の
対
応
は
。

生
活
経
済
部
次
長　
青
パ
ト
や

消
防
団
車
両
な
ど
、
全
体
で
32

台
の
広
報
車
を
走
ら
せ
る
。

高
梨　
防
災
無
線
や
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ

等
は
予
算
が
か
か
り
す
ぎ
る
と

い
う
こ
と
が
別
の
議
員
へ
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
、
長
期
的
に
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
震
災
時
、
Ｔ
Ｘ
の
Ｈ
Ｐ
の
ダ

ウ
ン
や
復
旧
の
遅
れ
が
あ
っ

た
。
守
谷
市
は
首
都
圏
新
都
市

鉄
道
株
式
会
社
の
株
主
だ
が
、

報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

生
活
経
済
部
次
長　
報
告
は
受

け
て
い
な
い
。

高
梨　
市
内
で
Ｔ
Ｘ
を
利
用
し

て
い
る
人
は
大
勢
い
る
。
株
主

と
い
う
立
場
か
ら
し
っ
か
り
と

満
を
持
っ
た
覚
え
が
あ
る
。

　
具
体
例
と
し
て
、
板
戸
井
地

区
の
県
道
で
、
常
総
市
に
向
か

い
、
概
ね
右
側
は
居
住
地
域
と

な
っ
て
お
り
、
左
側
は
畑
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
畑
仕
事
は
高

齢
者
が
多
く
、
県
道
を
渡
る
の

に
難
儀
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

車
道
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
追

い
越
し
可
能
と
い
う
状
況
は
、

本
当
に
危
険
で
あ
る
と
思
う
。

市
民
は
県
道
か
市
道
か
な
ん
て

わ
か
ら
な
い
。
市
行
政
は
、
県

や
警
察
署
等
に
対
し
、
速
や
か

に
安
全
確
保
を
す
る
よ
う
に
対

応
願
い
た
い
。

生
活
経
済
部
長　

確
か
に
現
地

は
生
活
道
路
と
な
っ
て
い
る
。

取
手
警
察
署
に
至
急
要
望
す
る
。

梅
木　

大
木
地
区
の
県
道(

守

谷
高
校
付
近)

に
つ
い
て
も
、

板
戸
井
同
様
危
険
な
場
所
の
認

識
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
も
同

一
路
線
で
あ
り
、
県
道
で
は
あ

る
が
、同
様
に
対
応
願
い
た
い
。

梅
木　

道
路
の
通
行
に
際
し
、

危
険
な
場
所
を
ど
の
よ
う
に
掌

握
し
て
い
る
の
か
。

生
活
経
済
部
長　
区
長
や
市
民

の
方
か
ら
の
通
報
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長　
職
員
が
現
場

に
出
て
い
る
の
で
、
直
行
工
事

と
合
わ
せ
、
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
て
い
る
。

梅
木　

当
然
私
た
ち
議
員
の
仕

事
と
し
て
、「
市
民
の
声
な
き

声
」
を
聴
き
、「
不
満
・
不
安
」

の
解
消
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

大
切
な
仕
事
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
市
内
に
お
い
て
も
土
地

柄
の
た
め
な
の
か
、「
市
民
の
中

に
遠
慮
し
て
い
る
」
と
い
う
の

も
感
じ
て
い
る
。
過
日
の
通
学

審
議
会
に
お
い
て
、
本
当
に
子

ど
も
達
の
通
学
路
の
安
全
は
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
質

問
を
し
た
。
つ
ま
り
、
登
下
校

の
時
間
に
現
場
を
歩
き
、
確
認

し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

結
果
は
地
域
の
方
の
声
を
聴
い

た
と
い
う
机
上
論
だ
け
で
、
不

大
木
地
区
の
危
険

災
害
時
の
広
報
の
あ
り
方

や
Ｔ
Ｘ
の
状
況
に
つ
い
て

放
射
線
か
ら
子
ど
も
を
守
る

元
気
サ
ロ
ン
の
現
状
と
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て

モ
コ
バ
ス
の
利
用
状
況
と

こ
れ
か
ら

板
戸
井
大
木
地
区
・
危
険
回
避
せ
よ

梅
木　

伸
治　

議
員

震
災
直
後
の
守
谷
市
の
対
応
に
つ
い
て

高
梨　

恭
子　

議
員
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管
理
者
と
し
て
任
せ
て
は
。

教
育
部
次
長　
説
明
会
を
実
施

し
た
が
、
要
望
が
な
か
っ
た
。

指
定
管
理
期
間
を
５
年
か
ら
３

年
に
短
縮
し
、
再
度
検
討
し
た

い
。

鈴
木　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
関
税
を
原
則

撤
廃
と
す
る
も
の
で
、
日
本
や

守
谷
の
農
業
へ
の
影
響
は
大
き

い
。守
谷
の
農
業
の
将
来
性
は
。

生
活
経
済
部
長　
農
地
の
保
存

と
農
地
の
集
積
化
が
課
題
で
あ

り
、
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
野

菜
の
指
定
産
地
や
ブ
ラ
ン
ド
化

に
よ
る
儲
か
る
農
業
の
確
立
を

図
り
た
い
。

市
長　
国
が
価
格
補
償
を
す
れ

ば
、
稲
作
は
区
画
整
理
も
し
て

お
り
、
大
規
模
経
営
が
可
能
。

鈴
木　
儲
か
る
農
業
を
確
立
す

る
た
め
の
農
業
委
員
会
の
役
割

と
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　
支
援

策
と
し
て
、
農
地
の
利
用
集
積

や
個
人
経
営
体
か
ら
農
業
生
産

法
人
等
法
人
化
へ
、
担
い
手
の

育
成
等
の
推
進
を
図
り
、
支
援

す
る
こ
と
が
役
割
で
あ
る
。

応
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　
今
回
の
放
射
線
問
題

は
、
放
射
線
そ
の
も
の
が
見
え

な
い
た
め
、
影
響
も
先
に
な
ら

な
け
れ
ば
わ
か
り
づ
ら
く
、
保

護
者
の
方
が
不
安
に
思
わ
れ
る

こ
と
は
十
分
理
解
で
き
る
。

　
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
最

優
先
に
、
災
害
対
策
本
部
・
教

育
委
員
会
・
校
長
会
等
と
連
携

し
て
対
応
策
を
と
っ
て
い
る
。

保
護
者
の
方
へ
は
、
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
丁
寧
な
説

明
に
当
た
っ
て
い
る
。

鈴
木　
公
民
館
を
指
定
管
理
へ

移
管
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考

え
方
で
運
営
さ
せ
る
の
か
。

教
育
部
次
長　
公
民
館
は
、
今

ま
で
ど
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
推
進
す
る
場
と
し
て
、
社

会
教
育
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る

事
業
も
継
続
し
、
社
会
教
育
主

事
等
を
配
置
し
て
い
く
。

鈴
木　
日
立
市
塙
山
地
区
の
よ

う
に
、
地
域
の
自
治
会
を
指
定

対
応
と
対
策
の
取
り
組
み
は
。

都
市
整
備
部
次
長　
平
成
19
年

３
月
28
日
に
松
並
地
区
の
地
権

者
11
名
が
、
ク
レ
ト
イ
シ
所
有

地
と
の
合
同
で
開
発
要
望
書
が

市
長
に
出
さ
れ
、
そ
の
後
三
井

不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
が
ク

レ
ト
イ
シ
跡
地
を
購
入
契
約
し

た
。
平
成
20
年
７
月
と
９
月
に

勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る
。
所

有
者
の
96
・
８
％
の
同
意
と
、

借
地
権
者
の
同
意
１
０
０
％
で

６
月
13
日
に
茨
城
県
知
事
か
ら

事
業
計
画
許
可
を
受
け
て
い

る
。
同
意
を
得
ら
れ
な
い
地
権

者
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
誠
意

を
持
っ
て
対
応
す
る
。

酒
井　
守
小
改
築
工
事
で
地
域

住
民
に
喜
び
と
感
謝
の
あ
る
工

事
施
工
を
期
待
す
る
。

教
育
部
長　
今
後
も
近
隣
住
民

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
理
解
と
協
力
を
得

て
進
め
て
行
き
た
い
。
工
事
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
工
事
に
お

い
て
出
来
形
・
品
質
が
設
計
に

添
っ
た
工
事
施
工
が
出
来
る
よ

う
施
行
監
理
指
導
に
あ
た
っ
て

い
き
た
い
。

鈴
木　

東
日
本
大
震
災
は
当

初
、
想
定
外
と
報
道
さ
れ
た
が
、

最
近
は
想
定
で
き
た
と
の
こ
と
。

守
谷
の
想
定
外
の
災
害
と
は
何

か
。
そ
れ
は
、
高
速
道
路
や
川

の
橋
が
崩
落
す
る
地
震
の
発
生

な
の
か
。
現
在
の
避
難
所
や
防

災
組
織
で
問
題
は
な
い
の
か
。

生
活
経
済
部
次
長　
橋
が
崩
落

し
た
場
合
、
市
が
分
断
さ
れ
る

が
、
地
域
に
応
じ
た
適
切
な
避

難
所
を
開
設
し
、
自
主
防
災
組

織
の
設
立
の
促
進
を
図
る
。

鈴
木　
放
射
線
対
策
は
国
が
安

全
基
準
と
対
策
を
決
め
る
こ
と

が
基
本
で
あ
る
が
、
大
人
よ
り

子
ど
も
達
は
影
響
を
受
け
や
す

い
。
測
定
器
の
充
実
と
測
定
箇

所
の
拡
大
を
図
っ
て
は
。

生
活
経
済
部
長　
測
定
器
は
１

台
約
54
万
円
で
、現
在
発
注
中
。

測
定
箇
所
は
今
後
、
保
育
園
や

幼
児
施
設
の
四
隅
・
中
央
・
砂

場
等
を
予
定
し
て
い
る
。

鈴
木　
学
校
の
保
護
者
へ
の
対

酒
井　
現
在
の
守
谷
市
に
お
い

て
管
理
職
を
希
望
す
る
職
員
が

少
な
い
と
聞
く
が
今
年
の
昇
任

試
験
の
現
状
は
。

総
務
部
長　
課
長・課
長
補
佐・

係
長
に
昇
任
す
る
際
に
は
、
小

論
文
試
験
を
実
施
し
、
上
位
成

績
者
の
中
か
ら
人
事
評
価
結
果

や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
等

を
総
合
的
に
判
断
し
選
考
し
て

い
る
。
課
長
及
び
課
長
補
佐
は

退
職
や
昇
任
に
よ
り
ポ
ス
ト
の

不
足
が
生
じ
た
場
合
に
原
則
補

充
を
し
て
い
る
。
係
長
に
つ
い

て
昇
格
基
準
を
満
た
し
て
い
る

職
員
の
う
ち
一
定
数
を
昇
格
さ

せ
て
い
る
。現
状
に
つ
い
て
は
、

課
長
級
該
当
者
16
人
中
受
験
者

８
人
、
課
長
補
佐
級
該
当
者
で

47
人
中
受
験
者
23
人
、
係
長
級

該
当
者
で
59
人
中
受
験
者
40
人

で
あ
り
、
管
理
職
受
験
率
は
約

５
割
だ
っ
た
。

酒
井　
松
並
土
地
区
画
整
理
事

業
組
合
に
つ
い
て
地
権
者
へ
の

酒
井　
自
治
体
が
自
由
に
使
え

る
よ
う
に
す
る
一
括
交
付
金
化

の
内
容
と
23
年
度
予
算
は
。

総
務
部
長　

公
共
事
業
や
福

祉
・
文
化
の
施
設
整
備
を
行
う

自
治
体
向
け
投
資
的
補
助
金
の

規
模
は
約
３
兆
３
千
億
円
で
あ

り
、
23
年
度
は
、
第
一
段
階
と

し
て
都
道
府
県
に
約
５
千
億
円

を
一
括
交
付
金
と
し
て
国
が
予

算
計
上
し
て
い
る
。
国
と
地
方

の
協
議
に
お
い
て
示
さ
れ
た

「
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
」
に

よ
る
と
、
対
象
事
業
は
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
一

部
、
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
の
一
部
、
農
山
漁
村
地
域
整

備
交
付
金
の
一
部
等
と
な
っ
て

い
る
。
特
徴
と
し
て
、
各
自
治

体
が
各
府
省
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
に
使
用
で
き
、
国
の
事
前
関

与
を
廃
止
し
て
事
後
チ
ェ
ッ
ク

を
重
視
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

市
の
各
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク
・
補
助
金
も
税
金
の
一
部
・

更
に
安
全
と
安
心
を
見
直
そ
う　
酒
井　

弘
仁　

議
員

守
谷
の
想
定
外
の
災
害
と
防
災
対
策 

　
鈴
木　

榮　

議
員

市
職
員
に
も
希
望
と
夢
を

リ
ー
ダ
ー
に
意
欲
を

地
権
者
の
合
意
形
成
が
重
要

松
並
木
の
保
全
と
環
境
景
観
を

教
育
環
境
と
安
全
・
安
心
を
全

面
に
施
設
の
完
成
度
も
重
視

放
射
線
の
測
定
器
の
充
実

と
測
定
箇
所
の
拡
大

公
民
館
の
指
定
管
理
者
に

社
会
教
育
主
事
を
配
置

貿
易
の
自
由
化
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ

と
守
谷
の
農
業
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の
工
事
を
進
め
、
市
民
の
安
全

安
心
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

中
田　
昨
年
８
月
に
議
会
へ
開

智
学
園
の
内
容
や
進
出
に
対
す

る
取
り
組
み
等
の
説
明
が
あ
っ

た
。
内
容
的
に
非
常
に
良
い
学

校
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
学
校
が
守
谷
に
で

き
れ
ば
、
様
々
な
面
で
守
谷
の

財
産
に
な
る
と
思
う
。
市
長
の

考
え
は
ど
う
か
。

市
長　
大
変
優
秀
な
学
校
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
守
谷
に
は
当

学
園
の
よ
う
な
教
育
方
針
は
大

き
な
財
産
に
な
る
と
思
う
の

で
、ぜ
ひ
と
も
誘
致
を
し
た
い
。

県
内
の
私
立
や
県
立
の
生
徒
数

が
減
っ
て
お
り
、
私
学
進
出
は

難
し
い
面
も
あ
る
が
、
こ
の
学

校
の
誘
致
に
力
を
尽
く
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

中
田　
ま
ち
づ
く
り
や
守
谷
の

知
名
度
等
を
考
え
て
も
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
と
思
う
。
ぜ
ひ
と

も
議
会
・
執
行
部
含
め
て
、
早

期
に
学
校
の
建
設
が
で
き
る
よ

う
に
、
努
力
を
す
る
よ
う
お
願

い
を
し
た
い
。

中
田　
様
々
な
面
で
雨
水
利
用

は
大
き
な
期
待
が
で
き
る
と
認

識
し
て
い
る
。
積
極
的
な
利
用

推
進
を
要
望
す
る
。

中
田　
坂
町
清
水
線
の
残
り
の

工
事
状
況
と
、
西
口
大
柏
線
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

都
市
整
備
部
長　
用
地
に
つ
い

て
は
２
名
の
補
償
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
事
業
の
進
捗
状
況

は
、
県
道
野
田
牛
久
線
か
ら
西

口
大
柏
線
の
交
差
点
ま
で
の
約

２
０
０
ｍ
の
区
間
を
、
24
年
度

に
一
部
供
用
開
始
を
目
指
し
て

進
め
て
い
る
。

中
田　
坂
町
清
水
線
が
完
成
し

た
際
の
、
西
口
大
柏
線
と
の
交

差
地
点
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

都
市
整
備
部
長　
坂
町
清
水
線

の
供
用
開
始
後
の
安
全
確
保
の

た
め
、
交
差
部
の
工
事
用
と
し

て
、
約
１
２
０
ｍ
の
用
地
買
収

を
来
年
度
か
ら
着
手
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

中
田　
西
口
大
柏
線
の
交
差
点

し
て
い
る
。
仮
に
１
割
の
人
が

防
犯
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て
く
れ

る
だ
け
で
、
今
の
50
倍
の
人
が

パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
と
同

じ
効
果
が
あ
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
し
て
い
る
人
に
も
着
用
し
て

も
ら
え
ば
更
に
増
加
す
る
。
市

内
の
何
処
で
も
パ
ト
ロ
ー
ル
、

誰
で
も
そ
れ
を
目
に
す
る
環
境

を
作
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

節
電
で
暗
い
夜
に
な
り
そ
う
な

今
、
防
犯
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て

い
る
本
人
が
一
番
安
全
で
あ

り
、
希
望
者
全
員
に
配
布
す
る

と
い
う
よ
う
な
政
策
は
取
れ
な

い
の
か
。

生
活
経
済
部
長　
防
犯
ベ
ス
ト

の
貸
与
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体

に
し
て
お
り
、
各
団
体
に
は
基

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
渡
し
た
う
え

講
習
会
を
行
っ
て
い
る
。
パ
ト

ロ
ー
ル
の
際
に
は
、
１
人
で
の

パ
ト
ロ
ー
ル
は
危
険
で
あ
り
、

４
人
以
上
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
る
。
出
来
れ
ば
愛
犬
家
の

組
織
等
を
立
ち
上
げ
て
団
体
登

録
を
し
て
い
た
だ
き
、
定
期
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
装
備
の
貸
与
も
考
慮
し
た

い
。

中
田　
災
害
時
に
も
活
用
で
き

る
よ
う
に
、
雨
水
を
有
効
利
用

で
き
な
い
か
。
過
去
に
雨
水
利

用
促
進
の
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
た
が
、
現
在
市
で
は
雨
水

利
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

生
活
経
済
部
長　

雨
水
利
用

は
、
節
水
や
一
時
貯
留
に
よ
る

流
水
抑
制
効
果
、
災
害
時
の
消

火
用
水
や
緊
急
時
の
飲
料
水
等

の
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
雨
水

貯
留
槽
補
助
金
が
平
成
15
年
度

か
ら
19
年
度
ま
で
あ
っ
た
が
、

補
助
対
象
条
件
等
の
制
約
も
あ

り
、
補
助
実
績
が
５
年
で
28
件
、

補
助
金
額
が
57
万
８
９
０
０
円

だ
っ
た
た
め
、
20
年
度
に
廃
止

し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
震
災

に
よ
り
雨
水
有
効
利
用
の
あ
り

方
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

雨
水
貯
留
槽
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
市
民
の
方
が
意
識
を
持

つ
よ
う
努
め
た
い
。

地
域
で
支
え
合
う
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
充

実
を
図
り
、
出
前
サ
ロ
ン
18
箇

所
の
増
設
、介
護
予
防
の
推
進
、

げ
ん
き
館
の
通
所
事
業
を
充
実

さ
せ
、要
介
護
状
態
に
陥
ら
ず
、

地
域
で
健
康
に
過
ご
せ
る
計
画

を
今
後
10
年
の
総
合
計
画
に
含

め
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

唐
木
田　
住
み
た
い
ま
ち
ラ
ン

キ
ン
グ
の
条
件
は
、
通
勤
通
学

に
便
利
、
緑
が
豊
か
、
そ
し
て

防
犯
に
対
す
る
安
全
安
心
度
で

あ
る
。
現
在
26
の
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
が
活
動
し
て
い
る
が
、
守
谷

市
の
防
犯
は
良
く
な
い
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
隊
員
に
こ
れ

以
上
の
加
重
な
負
担
は
お
願
い

で
き
な
い
。
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

以
外
の
市
民
が
、
毎
日
行
っ
て

い
る
事
に
加
え
、
防
犯
ベ
ス
ト

の
着
用
を
推
進
す
れ
ば
効
果

が
期
待
出
来
る
。
市
内
に
は
、

３
千
頭
弱
の
犬
が
毎
日
散
歩
を

唐
木
田　

市
の
予
算
配
分
は
、

子
育
て
支
援
・
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
・
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

を
重
点
政
策
と
し
、
そ
れ
以

外
の
予
算
を
減
額
し
て
い
る
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
補
助
、
通
院
タ
ク

シ
ー
補
助
事
業
な
ど
、
他
市
で

は
増
額
し
て
い
る
の
に
縮
小
廃

止
の
状
況
で
あ
る
。
若
い
人
が

転
入
し
て
い
る
間
は
高
齢
化
率

は
低
い
が
、
転
入
が
止
ま
っ
た

時
に
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
。

人
口
増
加
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
今
の
市
民
に
と
っ
て
魅
力

あ
る
政
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ

る
。
上
昇
す
る
高
齢
化
に
対
す

る
対
策
も
現
状
で
十
分
な
は
ず

は
な
い
。
今
後
の
総
合
計
画
の

中
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　
現
在
守
谷
市

は
65
歳
以
上
の
人
口
比
率
は
茨

城
県
内
一
低
い
が
、
３
年
後
に

は
14
％
か
ら
17
％
へ
３
％
上
昇

す
る
。
市
は
、
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
高
齢
者
福
祉
の
推
進
を

基
本
理
念
と
し
、
健
康
で
自
立

し
た
生
き
が
い
の
あ
る
支
援
、

防
犯
力
ア
ッ
プ
に
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
を
！

雨
水
の
有
効
利
用
を

都
市
計
画
道
路
西
口
大
柏

線
に
つ
い
て

教
育
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て

高
齢
化
に
対
応
し
た
福
祉
予
算
の
充
実
を
！

唐
木
田　

幸
司　

議
員

小
中
高
一
貫
の
「
開
智
学
園
」
の
誘
致
に
つ
い
て
問
う

中
田　

孝
太
郎　

議
員
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期
待
す
る
。
言
い
訳
な
し
の
危

機
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

市
長　
最
近
、想
定
外
だ
と
か
、

想
定
内
だ
と
か
い
う
話
が
あ
る

が
、
原
発
な
ど
に
関
し
て
は
、

想
定
外
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。今
回
の
地
震
、

津
波
に
関
し
て
は
天
災
か
も
し

れ
な
い
が
、原
発
に
関
し
て
は
、

個
人
的
に
は
人
災
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
る
。

　
県
の
市
長
会
で
も
、
今
回
の

震
災
に
対
す
る
特
別
委
員
会
を

設
置
し
た
。
そ
の
中
で
地
震
、

津
波
の
被
害
に
対
す
る
要
望
な

ど
、
特
に
原
発
事
故
に
対
す
る

政
府
の
指
針
に
対
し
て
は
、
一

刻
も
早
く
政
府
の
見
解
、
基
準

を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。

で
い
る
人
が
い
る
。
こ
う
い
う

大
災
害
に
当
た
り
、
市
長
は
ど

の
よ
う
な
思
い
で
い
る
の
か
。

市
長　
千
年
に
一
度
と
い
わ
れ

る
地
震
に
よ
っ
て
起
き
た
未
曾

有
の
大
災
害
で
あ
り
、
も
し
我

が
市
が
あ
の
よ
う
な
状
況
と
な

り
、
今
回
の
震
災
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
っ
た
と
し
た
な
ら

ば
、
ま
ず
我
々
が
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
市
民
の
命

を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
い
か
に

早
く
復
興
に
こ
ぎ
つ
け
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

尾
﨑　
原
発
は
国
策
で
あ
り
な

が
ら
、
国
の
規
制
値
や
方
針
が

定
ま
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、原
発
は
各
地
方
に
あ
る
。

国
の
基
準
が
な
く
と
も
、
市
民

の
命
は
地
方
自
治
体
が
守
る
し

か
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。
こ

の
度
、
市
長
は
県
市
長
会
の
会

長
に
就
任
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
立
場
の
中
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
ま
と

め
、
国
に
提
言
し
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
ん
こ
と
を

市
川　

東
日
本
大
震
災
で
福
祉

対
策
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
は
。

保
健
福
祉
部
次
長　
災
害
時
要

援
護
者
の
登
録
が
２
１
７
２
名

で
あ
り
、
民
生
委
員
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
。
区
長
や
自
主
防

災
組
織
・
消
防
な
ど
の
連
携
が

必
要
。
地
域
で
助
け
合
う
地
域

力
の
向
上
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

策
定
中
の
地
域
福
祉
計
画
・
活

動
計
画
に
自
主
防
災
組
織
と
の

連
携
を
取
り
入
れ
た
い
と
思
う
。

市
川　
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

避
難
所
で
生
活
を
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
か
。

保
健
福
祉
部
次
長　
福
祉
避
難

所
の
設
置
が
必
要
で
、
民
間
福

祉
避
難
所
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
福
祉
施

設
と
協
議
を
進
め
て
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け

る
よ
う
な
協
定
を
締
結
す
る
よ

う
考
え
て
い
き
た
い
。

市
川　
高
齢
社
会
で
認
知
症
が

大
幅
に
増
え
、
ま
た
老
障
介
護

も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
の

課
題
を
共
有
し
合
っ
て
、
具
体

的
な
施
策
を
し
っ
か
り
と
進
め

て
ほ
し
い
。

尾
﨑　

５
月
17
日
に
議
会
の
総

務
常
任
委
員
会
は
、
宮
城
県
石

巻
市
を
訪
れ
た
。
当
初
、
こ
の

大
災
害
を
前
に
自
粛
や
遠
慮
の

思
い
も
あ
っ
た
が
、
災
害
を
実

感
し
、
今
後
の
市
の
災
害
に
対

す
る
対
応
を
考
え
る
う
え
で
、

議
員
間
交
流
と
い
う
こ
と
で
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
大
災
害
の
痛
ま
し
過

ぎ
る
現
実
に
直
面
し
た
我
々

は
、
そ
の
余
り
の
無
残
な
出
来

事
は
い
か
に
語
ろ
う
と
も
、
言

葉
も
な
く
、
虚
し
さ
だ
け
の
思

い
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。
そ
の

思
い
を
踏
ま
え
、
原
発
大
災
害

に
つ
い
て
、
市
長
の
災
害
に
対

す
る
全
般
的
な
認
識
に
つ
い
て

問
う
。

　
福
島
の
原
発
事
故
は
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
被
害
は
、
日
本
で
３

度
目
の
原
爆
災
害
に
匹
敵
す
る

も
の
と
も
思
っ
て
い
る
。広
島・

長
崎・チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
、

未
だ
に
放
射
能
に
よ
り
苦
し
ん

高
い
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導

入
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
次
長　
基
本
的
に
は
今

後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
優

先
す
る
考
え
だ
が
、
特
に
公
共

交
通
バ
ス
で
は
補
え
な
い
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
・
要
介
護
者

等
に
と
っ
て
、
使
い
勝
手
の
よ

い
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
サ
ー

ビ
ス
も
可
能
な
デ
マ
ン
ド
型
を

福
祉
の
視
点
と
し
て
、
検
討
は

必
要
と
思
う
。
研
究
し
た
い
。

市
川　

常
総
橋
付
近
の
約

１
０
０
ｍ
の
歩
道
が
未
整
備
で

あ
り
、
高
校
生
の
通
学
に
も
大
変

危
険
な
箇
所
で
あ
る
。
今
年
度
中

の
完
成
の
見
通
し
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

用
地
に
つ
い

て
目
途
が
つ
き
、
工
事
の
予
算

も
計
上
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、
災
害
復
旧
工
事

を
優
先
さ
せ
る
た
め
、
工
事
の

時
期
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
。

市
川　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
事
業

は
今
後
対
象
者
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
が
、
事
業
を
拡
大
す
る

考
え
が
あ
る
か
。

保
健
福
祉
部
次
長　
年
々
増
加

傾
向
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
変
更
の
予
定
は
な
い
。

市
川　

来
年
度
か
ら
本
格
運
行

予
定
の
モ
コ
バ
ス
の
財
政
支
出
を

ど
れ
く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
か
。

総
務
部
次
長　

22
年
度
の

実
績
ベ
ー
ス
（
運
行
経
費

１
億
２
５
８
万
２
２
９
６
円
、運

賃
収
入
１
３
０
２
万
７
４
０
０

円
）
と
基
本
的
に
は
同
じ
と

考
え
る
。

市
川　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
次
長　
バ
ス
交
通
が
必

要
と
思
う
人
は
約
８
割
、
利
用

し
て
い
る
人
は
約
３
割
で
あ

り
、
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
収
支
率
を
上
げ

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

市
川　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

外
出
を
支
え
る
交
通
手
段
と
し

て
、
低
料
金
で
よ
り
利
便
性
の

支
え
あ
う
幸
齢
社
会
を
め
ざ
し
て

　
市
川　

和
代　

議
員

原
発
事
故
に
対
し
て
市
長
の
認
識
は
？

　
尾
﨑　

靖
男　

議
員

危
険
箇
所
を
な
く
せ

災
害
時
に
お
け
る
障
が
い
者

や
高
齢
者
の
対
応
に
つ
い
て

福島第一原子力発電所
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生
活
経
済
部
長　

住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
条
例
は
、
中
小
規
模

業
者
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、

市
内
施
工
業
者
に
よ
り
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
を
し
た
方
に
補
助
を

す
る
。
近
隣
自
治
体
で
実
施
し

て
い
た
が
、
現
在
は
廃
止
し
実

施
し
て
い
な
い
。
財
政
状
況
か

ら
、
実
施
す
る
事
業
で
は
な
い
。

佐
藤　

現
在
は
状
況
が
違
う
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を

活
用
し
始
め
て
い
る
自
治
体
が

９
つ
あ
る
。
制
度
を
利
用
し
工

夫
す
べ
き
で
あ
る
。

佐
藤　
国
保
税
が
高
い
。
所
得

の
１
割
以
上
の
税
金
で
あ
る
。

納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い

世
帯
が
千
世
帯
も
あ
る
。
強
制

的
な
保
険
証
の
取
り
上
げ
を
や

め
る
べ
き
だ
。

保
健
福
祉
部
長　
滞
納
が
続
く

と
短
期
保
険
証
か
ら
資
格
証
明

書
が
発
行
さ
れ
る
。
現
在
高
校

生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

で
は
、
子
ど
も
に
は
短
期
保
険

証
を
発
行
し
て
い
る
。
被
保
険

者
の
様
々
な
状
況
に
応
じ
た
減

免
処
置
を
行
っ
て
い
る
。

と
、
移
転
す
る
住
民
が
増
え
て

い
る
と
聞
く
。
１
日
も
早
く
収

束
さ
せ
る
た
め
、
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
等
あ
ら
ゆ
る
手
立
て

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

佐
藤　
東
日
本
大
震
災
で
住
民

の
生
命
を
守
る
た
め
に
自
分
の

命
を
投
げ
捨
て
住
民
を
救
い
殉

職
し
た
自
治
体
職
員
が
大
勢
い

る
。
震
災
後
も
不
眠
不
休
で
復

興
の
最
前
線
に
立
つ
市
の
職
員

採
用
の
計
画
は
。

市
長　

来
年
度
は
、
一
般
事
務

職
８
名
、
社
会
福
祉
士
、
精
神

福
祉
士
各
１
名
の
採
用
を
計
画
。

消
防
職
員
は
、
常
総
広
域
で
採

用
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
６

名
か
ら
８
名
募
集
を
行
う
予
定
。

警
察
官
は
、
国
や
県
で
警
察
官

の
定
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

佐
藤　
震
災
後
の
復
旧
に
関
し

て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
使
え
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

佐
藤　

守
谷
市
は
放
射
線
量
が

高
い
。
最
も
優
先
す
べ
き
は
守

谷
市
を
こ
れ
か
ら
担
っ
て
行
く

子
ど
も
た
ち
の
健
康
・
安
心
・

安
全
の
た
め
に
、降
っ
て
し
ま
っ

た
放
射
能
を
ク
リ
ー
ン
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。
学
校
・
公
園
の

表
土
の
除
去
、
雑
草
や
落
ち
葉

の
除
去
、
道
路
の
清
掃
、
排
水

溝
の
清
掃
、
こ
の
よ
う
な
処
置

で
放
射
線
量
は
下
が
る
。
市
の

放
射
線
測
定
等
の
対
策
は
。

生
活
経
済
部
長　

県
か
ら
の
測

定
器
を
使
用
し
、
職
員
が
毎
週

測
定
し
て
い
る
。
も
う
１
台
測

定
器
を
購
入
予
定
で
あ
る
が
、

保
育
所
等
に
配
布
で
き
る
ほ
ど

の
購
入
は
現
在
予
定
し
て
な
い
。

市
長　
測
定
結
果
を
公
表
し
て

い
る
。
国
が
責
任
を
持
っ
て
基

準
を
指
示
す
べ
き
で
あ
る
。
各

自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
基
準
値
を

作
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

佐
藤　
国
の
怠
慢
は
認
め
る
が

国
に
対
し
て
地
方
自
治
体
が
声

を
上
げ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。

守
谷
市
で
は
子
育
て
で
き
な
い

幼
児
・
児
童
へ
の
放
射
線
被
ば
く
対
策
に
つ
い
て

佐
藤　

弘
子　

議
員

防
災
に
強
い
街
づ
く
り
の
た
め

職
員
・
消
防
・
警
察
官
増
員
を

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
条
例
に

つ
い
て

国
保
税
値
下
げ
、
減
免
制

度
を
作
れ

議会活動報告（平成23年４月～６月）

４月  ８日 ・議会運営委員会「第１回臨時会の招集について」
 15 日 ・議会運営委員会「第１回臨時会の運営について」
  ・第１回臨時会

５月 12 日 ・平成 23年度守谷市商工会通常総会・研修（商工会会議所・議長）
 17 日～ 18 日 ・総務常任委員会視察研修（Ｐ４）
 24 日 ・平成 23年度市町村長・市町村議会議長会議（水戸市・議長）
 26 日 ・茨城県県南市議会定例会（石岡市・議長、副議長）
  ・第９回守谷市元気わくわくスポーツ大会（常総運動公園・市川議員）
  ・文教福祉常任委員会（Ｐ６）
 27 日 ・茨城県市議会議長会定例会（水戸市・議長）
 31 日～６月１日 ・都市経済常任委員会視察研修（Ｐ５）

６月  ２日 ・関東市議会議長会定期総会（東京都八王子市・議長）
  ・守谷市市制施行 10周年記念事業実行委員会（中央公民館・山田議員）
  ・守谷産業地域協力会総会（市民活動センター・副議長）
  ６日 ・もりや夢の舞と響（中央公民館・議長）
  ７日 ・議会運営委員会「第２回定例会の運営について」
 14 日～ 22 日 ・第２回定例会
 15 日 ・全国市議会議長会第 87回定期総会（東京都千代田区・議長）
 27 日 ・「西板戸井前原地区鬼怒川右岸危険崖地の安全対策工事の早期着工を求める意見書」提出
  　（国土交通省関東地方整備局下館河川事務所、鎌庭出張所・議長、梅木議員）
 28 日 ・平成 23年度茨城空港利用促進等協議会総会（水戸市・議長）
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提
出
し
た
決
議
・
意
見
書

　
定
例
会
最
終
日
に
意
見
書
提

出
を
求
め
る
議
案
等
が
議
員
提

出
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
法
人
開
智
学
園
の
誘
致

を
求
め
る
決
議
の
ほ
か
、
公
契

約
基
本
法
制
定
を
求
め
る
意
見

書
や
、
鬼
怒
川
右
岸
危
険
崖
地

の
安
全
対
策
を
求
め
る
意
見

書
、
放
射
線
対
策
の
安
全
基
準

と
対
処
方
法
の
早
期
制
定
を
求

め
る
意
見
書
（
Ｐ
７
に
全
文
掲

載
）
を
送
付
し
ま
し
た
。

学校法人開智学園誘致に関する決議

　昨年８月に学校法人開智学園から守谷市議会に対し、12 年一貫教育の「総合部」として組織する小学校、中学校、高
等学校の設立に関する計画の提案が示されました。
　計画地は、関東鉄道新守谷駅東側に位置し、守谷市及びつくばみらい市に跨る約10万平方メートルの敷地で、恵まれた立地
条件にありながら、これまで開発案が幾度か出された経緯はあるものの、実現には至らず、現在は荒れ果てた状態となっています。
　学校法人開智学園は、「21世紀の国際社会に貢献できる、心豊かな、創造型・発信型のリーダーの育成」を目指し、創
造型教育で私立学校としての独自性を推進するとともに特色ある教育を実施・展開しています。
　守谷市においては、今後、一貫教育など多様な教育環境が求められることが想定され、地域の未来を担う子供達に様々
な学習選択の幅を提供することは、守谷市総合計画の後期基本計画に掲げる「個性と創造性を育む子どもたちの育成」の
趣旨に合致するものであります。
　また、学校法人開智学園の設立により多くの児童・生徒及び関係者がつくばエクスプレスを経由して守谷市に集まってくること
が予想され、計画地周辺のみならず、守谷駅周辺のにぎわい創出や活性化が期待できるとともに、地域の定住化促進にもなります。
　地権者及び地域住民においても計画地が市の発展のために有効活用されることは悲願であり、当計画は二度とない好機
であると考えます。
　このように、学校法人開智学園の設立は教育環境の充実及び地域の活性化において守谷市の発展に貢献するものであり、
守谷市議会は、学校法人開智学園の設立を積極的に支援するものであります。
　ついては、市長はじめ執行部にあっては茨城県及び関係機関に対して誘致の働きかけを積極的に行うよう要望するとと
もに、守谷市の総意として守谷市議会と一体となって学校法人開智学園を支援し、早期開校を目指し学校法人開智学園を
誘致することを決議する。

西板戸井前原地区鬼怒川右岸危険崖地の安全対策工事
の早期着工を求める意見書

　守谷市板戸井地内の鬼怒川に架かる滝下橋上流は、かねて
から、鬼怒川河川及びその両岸に咲き乱れる桜や他の木々が
織り成す風情や四季折々の姿は、その風光明媚さを近隣の
人々から讃えられ、その美しさから茨城県百景のひとつに数
えられる景観地域であり、それが郷土の誇りでもあります。
　しかしながら、近年、台風の影響による増水傾向が年々顕
著化しており、鬼怒川が増水する度に起こる水位の上昇は、
深刻な程に崖地侵食を進行させています。この崖地侵食によ
り、かつての景観地域は見る影を失ったばかりでなく、当前
原地区の土地は年々侵食され、近年では、当該崖地に迷い込
んだ動物や、崖地侵食阻止および土砂崩落防止を担っている
山林を管理するための作業者までもが崖下に転落し、大怪我
に至る事故が頻発しています。
　一方、同じ鬼怒川の左岸地区は、護岸工事が完了してから
久しく時が経過しておりますが、その工事が完了した当時は、
増水時の浸食被害については当右岸地区の方が甚大であった
ため、引き続き当右岸地区の護岸工事が実施されるものと地
域住民は期待し、安堵しておりました。しかし未だに何ら対
策が講じられておらず、現在ではさらに崖地侵食が進行し、
不安な日々を過ごすばかりです。
　こうした中、先の東日本大震災は崖地浸食をさらにもう一
段階進ませ、もはや一刻の猶予もない危険な状態に陥ってお
り、早期の安全対策工事は当該地区住民の切なる願いとなっ
ております。
　よって、当該地区の生活安全・安心を確保するため、早期
に安全対策工事が着工されるよう強く要望し、地方自治法第
99条の規定により意見書を提出します。

提出先：国土交通省関東地方整備局下館河川事務所長
　　　　国土交通省関東地方整備局下館河川事務所鎌庭出張所長

公契約で働く人の「ディーセント・ワーク」を実現し、経
済成長につなげる「公契約基本法」の制定を求める意見書

　昨今、行政改革・規制緩和の進展により、主に公的支
出の削減を目的として、国や地方公共団体が建物や物品
の調達のみならず、保育事業・ビルメンテナンス事業・
医療事務などを民間事業に委託する動きが広がっている。
　公共業務の効率的な遂行は、その財源が税金であるこ
とを踏まえればもとより極めて重要である。しかし、と
もすると民間企業の過当競争・過度の低価格契約により、
公契約（国または地方公共団体が契約の主体となって発
注や契約をするもの）の下で働く人たちの労働条件の悪
化、非正規雇用化、教育訓練不足、さらには雇用の喪失
などをもたらしているのが現状である。
　平成 22年６月 18日に政府が閣議決定した「新成長戦
略～『元気な日本』復活のシナリオ」では、「雇用の安定・
質の向上と生活不安の払拭が、内需主導型経済成長の基
盤であり、雇用の質の向上が、企業の競争力強化・成長
へとつながり、その果実の適正な分配が国内消費の拡大、
次の経済成長へつながる」と述べ、そのために「ディー
セント・ワーク（人間らしい働きがいのある仕事）の実
現に向けて取り組む」とされているが、現在の公契約を
巡る状況は「ディーセント・ワークの実現」とは大きく
矛盾するものである。
　こうした公契約を巡る状況を放置すれば、公契約の下
で働く人たちの労働条件の悪化などがサービスの質や市
場価格の低下につながり、それがデフレの長期化や税収
減少を招き、さらなる公共支出の削減圧力へつながると
いう負の悪循環に陥ることが強く懸念される。
　国は、こうした負の悪循環を断ち切るため、公正労働
基準と労働関係法の遵守、社会保険の全面適用等を公契
約の基準とすることなどを内容とする公契約基本法をす
みやかに制定し、もって「ディーセント・ワーク」の実
現と経済成長につなげるべきである。
　以上のとおり、地方自治法第 99 条の規定により意見
書を提出する。

提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　財務大臣、総務大臣
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平
成
23
年
７
月
19
日
、
関
係

機
関
に
対
し
、
守
谷
市
と
つ
く

ば
み
ら
い
市
に
ま
た
が
る
土
地

へ
の
学
校
法
人
開
智
学
園
誘
致

に
つ
い
て
の
決
議
文
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
守
谷
市
議
会
か
ら
は
伯
耆
田

富
夫
議
長
、松
丸
修
久
副
議
長
、

尾
﨑
靖
男
総
務
委
員
長
が
、
ま

た
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
か

ら
松
本
和
男
議
長
、
堤
實
副
議

長
、
染
谷
礼
子
教
育
民
生
委
員

長
が
同
席
さ
れ
、
茨
城
県
知
事

や
、
茨
城
県
議
会
、
茨
城
県
私

学
協
会
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
現
在
の
両
市
の
状
況
や
市
議

会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
等
の
地

元
住
民
の
願
い
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
し
、
守
谷
市
議
会

と
つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
の
意

思
を
表
明
し
て
き
ま
し
た
。

※
Ｐ
16
に
決
議
文
全
文
掲
載

●
決
議
…
議
会
が
行
う
事
実
上

の
意
思
形
成
行
為
で
、
政
治
的

効
果
を
ね
ら
い
、
あ
る
い
は
議

会
の
意
思
を
対
外
的
に
表
明
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
等
の
理

由
で
な
さ
れ
る
議
決
の
こ
と
。

法
的
効
果
を
伴
う
も
の
と
、
伴

わ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
本
会
議
最
終
日
に
可
決
さ
れ

た
「
西
板
戸
井
地
区
前
原
地
区

鬼
怒
川
右
岸
危
険
崖
地
の
安
全

対
策
を
求
め
る
意
見
書
」
を
、

平
成
23
年
６
月
27
日
に
、
関
係

機
関
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
下
館
河
川
事
務
所

と
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
下
館
河
川
事
務
所
鎌
庭
出
張

所
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
伯
耆
田
富
夫
議
長
、
梅
木
伸

治
都
市
経
済
常
任
委
員
長
が
、

下
館
河
川
事
務
所
及
び
鎌
庭
出

張
所
を
訪
ね
、
西
板
戸
井
地
区

の
鬼
怒
川
右
岸
の
現
在
の
状
況

や
地
元
住
民
の
願
い
、
意
見
書

の
内
容
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
地
元
住
民
の
長
年
の
願
い

で
あ
る
鬼
怒
川
右
岸
の
安
全
対

策
工
事
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

訴
え
ま
し
た
。

※
Ｐ
16
に
意
見
書
全
文
掲
載

　
平
成
23
年
５
月
26
日
に
、
茨

城
県
南
市
議
会
議
長
会
か
ら
、

地
方
自
治
の
進
展
へ
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
、
感
謝
状
が
山

田
清
美
前
副
議
長
に
贈
ら
れ
、

６
月
14
日
の
本
会
議
前
に
報
告

い
た
し
ま
し
た
。

○
茨
城
県
南
市
議
会
議
長
会

　
感
謝
状
（
前
副
議
長
）

　
山　
田　
清　
美　
議
員

●
請
願

　
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に

そ
の
職
務
に
関
す
る
希
望
を
述

べ
る
こ
と
を
い
い
、
日
本
国
憲

法
第
16
条
に
保
障
さ
れ
た
権
利

で
す
。
請
願
法
も
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
地
方
議
会
に
お
い
て
は
、
地

方
自
治
法
と
議
会
会
議
規
則
で

取
扱
い
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
所
定
の
形
式
と
要
件
が

整
っ
て
い
れ
ば
受
理
さ
れ
、
定

例
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

●
陳
情

　

公
の
機
関
に
、
一
定
の
事
柄

に
つ
い
て
実
情
を
訴
え
、
適
切

な
措
置
を
要
望
す
る
事
実
上
の

行
為
で
す
。
憲
法
や
法
律
に
保

障
さ
れ
て
い
る
権
利
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
内
容
に
よ
っ
て
請

願
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

●
議
会
の
取
り
扱
い

　
「
請
願
」
に
は
紹
介
議
員
が

必
要
で
す
。
紹
介
議
員
が
な
い

も
の
は「
陳
情
」と
な
り
ま
す
。

様
式
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
「
請
願
」
は
、
委
員
会
で
審

査
の
後
、
本
会
議
で
採
択
・
不

採
択
が
決
定
し
ま
す
。
採
択
さ

れ
る
と
、
そ
の
内
容
に
よ
り
、

市
長
に
対
応
を
求
め
、
ま
た
、

議
会
か
ら
関
係
機
関
に
意
見
書

な
ど
を
提
出
し
ま
す
。

陳
情
は
、
請
願
と
同
様
に
審
議

す
る
か
ど
う
か
を
議
会
運
営
委

員
会
で
協
議
し
ま
す
。

●
提
出
方
法
に
つ
い
て

　
平
日
の
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
に
、
議
会
事
務

局
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問　
提
出
の
締
め
切
り
は
。

答　
原
則
と
し
て
、
定
例
会
開

会
日
の
８
日
前
ま
で
に
受
理
し

た
も
の
を
直
近
の
定
例
会
で
審

議
し
ま
す
。

問　
請
願
者
の
数
が
多
い
ほ
う

が
採
択
さ
れ
ま
す
か
。

答　
請
願
者
が
多
け
れ
ば
採
択

さ
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
内
容

を
審
議
し
ま
す
。
１
人
か
ら
提

出
さ
れ
た
請
願
等
で
も
採
択
さ

れ
た
例
は
あ
り
ま
す
。

山
田
清
美
議
員
に
感
謝
状

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

学
校
法
人
開
智
学
園
誘
致
に

関
す
る
決
議
文
を
提
出
！

鬼
怒
川
右
岸
の
安
全
対
策
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
！

県知事に決議を提出

山田清美　議員

請
願
と
陳
情
の
ち
が
い

提
出
方
法
と
議
会
の
取
扱
い

よ
く
あ
る
質
問

平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

紹介議員　※記名・押印（陳情は必要なし）
請願者（陳情者）
　住所
　氏名　　　　　　　　　　㊞
　電話番号

１．請願（陳情）の趣旨
２．請願（陳情）の理由

以上のとおり請願（陳情）します。

守谷市議会議長　○○○○○様

請願（陳情）の様式
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第
３
回
定
例
会
の
日
程
は
、

左
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
第
３
回
定
例
会
は
、
決
算
議

会
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

方
自
治
法
で
は
、
普
通
地
方
公

共
団
体
の
長
は
、
監
査
委
員
の

審
査
に
付
し
た
決
算
を
、
監
査

委
員
の
意
見
を
付
け
て
次
の
通

常
予
算
を
議
す
る
会
議
ま
で
に

議
会
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

　
議
案
書
や
請
願
書
・
陳
情
書

は
、
守
谷
市
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。【

ア
ク
セ
ス
方
法
】

①
守
谷
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

←

②
守
谷
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

←

③
議
案
一
覧
・
議
決
結
果
一
覧

←

④
議
案
・
請
願
名
を
ク
リ
ッ
ク

※
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
議
案
上

程
後
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
で
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
は
、
東
日
本
大
震
災

へ
の
対
応
等
に
よ
り
取
り
や
め

た
為
、
平
成
23
年
５
月
10
日
号

（
№
１
５
２
）
の
議
会
だ
よ
り

に
は
、
一
般
質
問
は
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

す
。（
第
２
３
３
条
）

　
会
計
管
理
者
は
決
算
を
調
製

し
、
出
納
閉
鎖
（
５
月
31
日
）

の
３
ヶ
月
以
内
に
証
書
類
等
と

あ
わ
せ
て
普
通
公
共
団
体
の
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
そ
の

決
算
と
証
書
類
等
を
監
査
委
員

の
審
査
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
第
３
回
定

例
会
が
議
会
の
決
算
認
定
を
受

け
る
の
に
適
し
た
時
期
と
な
る

為
、決
算
議
会
と
呼
ば
れ
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
予
定

議
案
書
の
閲
覧
に
つ
い
て

前
定
例
会
の
一
般
質
問
に
つ
い
て

日次 月　日 議事日程

１ ９月　１日（木） ○本会議
・議案上程

２ ９月　２日（金） ○本会議
・議案質疑、委員会付託

３ ９月　３日（土）
○休会

４ ９月　４日（日）

５ ９月　５日（月）

○決算特別委員会６ ９月　６日（火）

７ ９月　７日（水）

８ ９月　８日（木） ○文教福祉常任委員会

９ ９月　９日（金） ○総務常任委員会

１０ ９月１０日（土）
○休会

１１ ９月１１日（日）

１２ ９月１２日（月） ○都市経済常任委員会

１３ ９月１３日（火）

○本会議
・市政に関する一般質問１４ ９月１４日（水）

１５ ９月１５日（木）

１６ ９月１６日（金）
○本会議
・委員長報告、質疑
・討論、採決

第３回定例会会期日程（予定）

■傍　聴
　本会議（定例会・臨時会）と委員会は、受
付簿に住所・氏名・年齢をご記入いただくだ
けで、どなたでも傍聴することができます。
■本会議
　市役所庁舎議会棟３階の傍聴席入口前
に受付簿がありますので、各自記入し入
場してください。出入りは自由です。定
員は53名で、先着順に着席してください。
満席の場合は、庁舎１階ロビー（総合窓
口課前）のテレビでご覧いただけます。
■委員会
　開会時間の10分前までに、庁舎議会棟２
階の議会事務局で受付をしてください。定員
は５名で、定員を超える場合は、隣室のテレ
ビで委員会の様子をご覧いただけます。

　中央図書館・中央公民館・郷州公民館・
高野公民館・北守谷公民館では、会議録
の製本を閲覧することができます。

　インターネットでも会議録が検索でき
ます。守谷市のホームページから市議会
のページにアクセスしてください。キー
ワードや発言者などを指定して、会議録
を検索することができます。
　現在、平成 16 年第１回定例会からの
会議録が閲覧・検索可能となっています。
　
　会議録の製本やホームページへの掲載
は、定例会終了後、約２箇月かかります
のでご了承ください。

議会を傍聴しませんか！議会を傍聴しませんか！

定例会・臨時会の会議録の閲覧定例会・臨時会の会議録の閲覧

※日程は変更になる場合があります。


